127 


NEC ExpressS 日 00 シリ-ズ 
Express5800/R110a-1,iR110a- 1 



八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明しまず。 


さ部の名称と機能（128ぺージ） 

本体の各部のを称と機能についてパーツ単位に説 S 月しています。 

設置と接続 （138 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの搭載手順、コネクタへの接続につい 
て説明しています。 


昼本的な操作 （149 ページ） 

電源の ON や OFF のち法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツトち法 
などについて説 B 月していまず。 


内蔵オプションの取り付け （1 臣〇ぺージ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (189 ぺージ） 

専用のユーティリティを使った B の S の設定ち法について説 B 月しています。ま 
た，このユーティリティで設定したパラメータが保存されている巧部メモリ 
( CMOS メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの割り込みの設赶こついても 
説明しています。 

RAID システムの コンフイグレーション （222 ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説 B 月していまず。 

リセット （24 吕ぺージ） 

システムのリセ、ソトちまと内部メモリ （ CMOS メモリ）のクリアちまについて説 
おしまず。 


0NL- 510_01 2_02-R IIOal/iRIlOa 1-000-02-1001 
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(16)-1 (17) (16)-2 (17) (16)-3 (17) 


各部の名祿と機能 

本体の各部のを称を次に示します。 


本体前面 


<フ□ントべゼルを取り付けたが態> * 旧1 lOa -1 モデルにはフ□ントべゼルはありません。 

(3) (5)-1 (6) 



<フ□ントべゼルを取りがしたが態> 



昏旦 



□□巨 
呂目 
目吕 



□□口 □ 
□□□0 



吾宣 
























































ハードウエア編 129 


(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類を保護す力 
バー。添付のセキュリティキーで□ックすること 
ができる（一149ぺージ）。 iR 110 a - 1モデルには 
ありません。 

(2) キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセ丰ュリティ 
キーの 差し〇。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると漏色に点灯する（134ぺ一 
ジ)。 

(4) □に K アクセスランプ（緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八 ー ドディスクドライブや光ディスクドラ 
イブにアクセス時に緑色に点なする。 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵八ード 
ディスクドライフのうち、いずれか1つでも故障 
するとアンバー色に点なし、リビルド中は点滅す 
る （136 ぺージ）。 

(己） ACT/UNK ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接編されているときに 
点灯する （136 ページ)。 

(白 ） UID (ユニット ID ) ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアか6のコマンドによっても点なまたは点滅 
する （136 ページ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンパー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （134 ページ)。 
正常に動作している胃は緑色に点なする。異常が 
おきるとアンバー色に点灯または点減する。 

(8) シリアルポート B に OM B ) コネクタ 

シリアルインクーフェースを持つ装置と接備する 
(-146 ぺ-ジ)。 

(9) USB コネクタ 

US 巨インターフェースに対応している磯器と接締 
する卜146ぺージ)。 

(10) リセットスイッチ 

押すとリセットを実行する。通常は使用しない。 

(11) UID (ユニッ ND ) スイッチ 

UID ランプを日 N / OFF にするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度巧すと、 UID ランプが点なし、ちう一度押 
すと消のする（一136ページ)。 


(12) POWER スイッチ 

電源を日 N / OFF するスイッチト1引、15日ぺ一 
ジ)。一度押ずと POWER ランプが点なし、 ON の 
状態になる。ちう一度押ずと電源を 0 FR こする 
(ランプは消なする）。4秒]:上押し続けると強制 
的にシャットダウンする。スリープ機能を持つ 
0 S では、スリープスイッチとして使用ずること 
もできる（一134ぺージ)。スリープモード（ス 
リープ）で動作している間は点滅する（対応して 
いる OS でのみ動作する）。 

(13) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使巧しな 
い。 

(14) 光ディスクドライブ 

本装置では、 DVD - ROM ドライブを標準実装。 
DVDSuperMULTI ドライプはオプション。 CD - 
R 0 M などの光ディスクの読み化しを行う装置 
(^1日目ぺージ)。 

(14)-1 ディスクアクセスランプ 
{14)-2 トレーイジェクトボタン 

(14) -3 強制イジェクトホール 

(1 已）巧蔵 US 巨フ□ッピーディスクドライブ（才 
プション） 

3.己インチフ□、ソピーディスクを挿入して 、デー 
夕の書き込み/読み化しを行う装置。 

{15)-1 ディスクアクセスランプ 
{15)-2 イジェクトボタン 

(15) -3 ディスク挿人 □ 

(1 目)八ードディスクドライブベイ 

最大3台まで搭載可能 （164 ページ)。括孤数字の 
後の数字はチャネル番号を示す。 

標準構成ではすべてのベイにダミースポンジが搭 
載されている。 

(17)0に1<ランプ（緑色/アンバー色） 

八ードディスクドライブにあるランプ。八ード 
ディスクドライブにアクセス時に漏色に点灯す 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵八ード 
ディスクドライブが巧障ずるとアンバー色に点な 
し、リピルド中は緑色とアンバーに点滅する。 
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本体背面 



(1) 電源コネクタ 

AC コードを接渝するコネクタ（一146ぺージ)。 

(2) マウスコネクタ 

PS /2 対応のマウスを接編するコネクタ （^146 
ぺージ)。 

(3) シリア ルポー ト A に 0 MA ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
卜146ぺージ)。 

(4) UNK / ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接硫している八ブなどのデ 
バイスとリンクしているときじ緑色に点なし、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する（一 
1；36ページ)。 

(已）マネージメント専用 LAN ポート 

1 00 BASE - TX /1 祀 ASE - T と接渝するコネクタ 
卜146ぺージ)。 

(6) 100/10ランプ 

マネージメント専用 LAN ポートの転送速度を示す 
ランプ（一136ページ)。 

(7) US 日コネクタ1 • 2 

US 巨インクーフェースに対応している機器と接続 
する（一>146ぺージ)。末尾の数字は「1」がコネ 
クタ1で.に」がコネクク2を示す。 

(8) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの嚴送速度を示すランプ（一136ぺ一 

ジ)。 


(日）キーボードコネクタ 

PS /2 対応の丰ーボードを接統するコネクク（一 
146ぺージ)。 

(10) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクク（一14目 
ぺージ)。 

(11) UID スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを日 N / 日 FF にするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点なし、もう一度押 
すと消なする（^136ぺージ)。 

導通のない細い椿で押して<ださい。 

(12) STATUS ランプ（背面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （134 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点なする。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点減する。 

(13) LAN コネクタ 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 0巨 ASE-T と接渝 
するコネクタ（^146ぺージ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。末尾の数字はポート 
番号を示す。 

* 日 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(14) PCI ボード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット。 
(14)-1 □ープ□ファイル PCI ボード 
(14)-2 □—プ□ファイル PCI ボード 
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本体巧部 


標準構成の場含 


(12) (11) (10) (9) 



(1) 光ディスクドライブ 

R 11日 a - 1モデルにはあリません。 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) ドライプベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライプは 
オプション） 

(4) フ□ツビーディスクドライブ（オプショ 
ン） 

(日）パックプレーンボード 


(6) を却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 

(7) 電源ユニット 

(8) メモリ 

(9) ヒートシンク 

(10) エアダクト 

(11) PCI ライザーカード 

(12) マザーボード 
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冗長フアン構成の場合 



(1) 光ディスクドライブ 
iR 110 a -1 モデルじはありません。 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示ず）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(4) フ□ッピーディスクドライブ（オプショ 
ン） 

(已）バックプレーンボード 


(6) を却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
ず） 

(7) 電源ユニット 

(8) メモリ 

(日）ヒートシンク 

(10) エアダクト 

(11) PCI ライザーカード 

(12) マザーボード 
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マザーボード/バックプレーンボー 




-( 1)-2 

- { 2)-2 
■{4)-1 

- (3) 

-( 1)-1 

-( 2)-1 

-巧） 
-( 1)-0 


■(4)-2 
- {4)-3 

I ( 2)-0 


(1) HDD コネクタ（末尾の数字はコネクタ番号 
を示ず） 

(2) SATA / SAS コネクタ（末尾の数字はコネ 
クタ番号を示ず） 

コネクク3には DVD - R 日 M を標準接続。 

(3) 光ディスクドライブ用電源コネクタ 

(4) 八ードディスクドライブ/冗長ファン設定 
ジャンパ 

(4)-1 ファン設定ジャンパ CJ 14) 

< 標準時 > < 冗長ファン実装時 > 


^DO 

J14 

OEB 

0 〇 〇 

J16 

〇 0 0 

〇 〇 〇 

J18 

〇 〇 〇 

〇 〇 〇 

J20 

〇 〇 〇 


(4)-2 八ードディスクドライブ設定ジャンパ 
* N 8 103-116 A /117 A /118 A の場合は SATA 設定 
のままとしてください。 


<SATA HDD LED 時 > <SAS HDD LEDfl き > 

B LED_R ，面 LED_R 

JNVi ^ B JN 矿 1 


(4)-3 RAD コント□-ラ設定ジャンパ 

N 81 03- 109実装時のジャンパ設をにつ 
いては 〔 N 8103 -109 RAID コント□-ラ 
ユーザーズガイド〕を参照してください。 


<Non RAID/ <DAC 目口 ard 構成時 > 

5 机 RAID 構巧時 > 


om 

J8 

J7 

o^D 

nrwi 

OKB 

*0^0 

J6 

J5 

orwi 

o^D 


(日）フ□ントパネルコネクタ 
(色） IPM 巨コネクタ 


(7) 電源コネクタ 

(7)-1 電源コネクタ8ピン 

(7)-1 のコネククには電源コネクタ P 3 を 
接続して<ださい。接続を間違えると動 
作しなくなります。 

(7)-2 電源コネクタ8ピン 

(7)-2 のコネククには電源コネクタ P 4 を 
接続して<ださい。接続を間違えると動 
作しなくなります。 

(7)-3 電源コネクタ4ピン 
(7)-4 電源コネクタ24ピン 

(8) システムファンコネクタ（末尾の数字は 
ファン番号を示ず）（コネクタ4、白、8、 
10、12は冗長ファン接続時に使用） 

(9) SGPI 02 コネクタ 

(10) プ□セッサソケット 

(11) IDE コネクタ（未使用） 

(12) ； f スワードクリアジャンパ 

(13) フ□ントパネルボード接続巧コネクタ 

(14) SGPI 01 コネクタ 
(1 已) USB コネクタ 

(1 目） US 己コネクタ（内蔵オプション用） 

( 1 7) シリアルポート己 (COM B ) コネクタ 

(18) CMOS 〕 ンフイグレーションジャンパ 

(19) RAID LED コネクタ 

(20) リチウムバッテリ 

(21) スピーカ 

(22) PCI ライザーカードス□ット 

(23) が部接続コネクタ/が部か6の操作スイッチ 

(24) DIMM ソケット（下か51、2, 3, 4) 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意巧は次のとおり 
です。 

POWER ランプ（ネ） 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の圍，ランプが緑色に点なしています。 

省電力機能をサポートしている 0 S で、省電カモードに切り营えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面にありまず。八ードウエアが正常に動作している聞は STATUS ランプは緑色に点灯 
します。 STATUS ランプが消なしているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点灯/点 
滅しているときは八ードウエアになん6かの異常が起きたことを示しまず。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処ち法を示します。 


• ESMPRO やオフラインな守ユーティリティ等を使ってシステムイベン 

■to トログ （ SEL ) を参照ずることで故障の原因を確認ずることびできま 

ず。 

• いったん電源を OFF にして再起動ずるときに、 0 S か6シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びでさない場合はリセット、強制電源 OFF をずるか 
(吕42ぺージ参照)、一度電源コードを巧を差しして再起動させてくださ 
し、。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点な 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退したが態で動作してい 
まず。 

巨 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急に交換ずること 
をお勧めします。 

CPU エラーを模化した状態で動作し 
ていまず。 

巨 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って CPU のが態を確 
認後、早急(こ交換することをお勧め 
します。 

消な 

電源が OFF になっている。 

電源を ON じしてください。 

消な 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくずると緑色に点财 
しまず。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメ、ソセージが表 
示された場合は、メッセージを記歸 
して保守サービス会社し連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグクイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが横化 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI パスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色{こ点な 

温度異常を横化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実(こ接続されていることを磕認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場含は、 
保守サービス会社(こ連絡してくださ 
い。 

電圧異常を横化した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

アンバー色{こ点滅 

ファンアラームを横化した。 

内部ファンのケープルが巧実に接続 
されていることをお認してくださ 
し、それでち表示が変わ6ない場合 
は.保守サービス会社に速絡してく 
ださい。 

温度警告を横化した。 

内部のファンにホコリ节チリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実(こ接続されていることを磕認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス含社に連絡してくださ 
い。 

電圧警告を横化した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

八ードディスクドライブが故障し 
た。 

八ードディスクドライブを交換して 
<ださい。 
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D 旧 K アクセスランプけ） 

本体前面にありまず。 D に K アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブや光ディス 
クドライブにアクセスしているときに点なします。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと光ディスクドライブのアクセスランプは > そ 
れぞれにセツトされているディスク、 CD - ROM または DVD - ROM じアクセスしているときに 
点灯します。 


UID (ユニットの）ランプ 

本体前面と背面にを1個あります。本体前面または背面にある U I D スイッチを押すと点灯し、 
もう一度押すと消灯します。ソフトウエアか6のコマンドを受信したときは点滅で表示しま 
ず。複数台の装置がラックに搭載された中か6特をの装置を識別したいときなどに使用する 
ことができまず。特にラック背面か6のメンテナンスのときは、このランプを点なさせてお 
くと、対ま装置を圍違えずに作業することができます。 


UNK / ACT ランプ（品1、 品 2) 

本体前面と背面 （ LAN コネクタ部分）に各1個あります。本体標準装備のネットワークポー 
卜の状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場 
合に点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときじ点滅しまず 
( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
殖認してください。それでもランプが点财しない場合は> ネットワーク ( LAN ) コント □- 
ラが巧障している場合があります。お買いホめの販売店，または保守サービス会社に連絡し 
てください。 


SPEED ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分に各1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが1000 BASE - T か、100 BASE - TX 、 10 BASE - T のどち6のネットワークインタ 
フエースで動作されているかを示します。アンバー色に点财しているときは1000 BASE-T 
で、緑色に点なしているときは10祀 ASE - TX で動作されていることを示します。消灯してい 
るときは、10己 ASE - T で動作していることを示しまず。 
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Disk ランプ 

八ードディスクドライブベイに八ードディスクドライブを 3 台取り付けることができます。 
搭載ずるホ、ソトプラグ対応の八ードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表 
示と機能は次のとおりです。 



• 緑色に点滅 

緑色点滅でディスクへのアクセスが巧われていることを示しまず。 

• アンパーちに点な 

八ードディスクドライブが巧障していることを示します。 

1な/ RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAIDS 、 RAID 6) を構成している場合 
irfcTfl は、1台のハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。 

しかし、早急に/、ードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を斤 
うことをお勧めします（ハードディスクドライブの交換はホットスワップで斤 
います）。 


• 緑色とアンバー色で点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（巧障ではあり 
ません）。 RAID システムでは、巧障した八ードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリピルドを行いまず讨ートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
じ点财します。 


wO リビルド中に本体の電源を OFF にずると、リビルドは中断をれまず。再起動し 
圍3 てか5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 
をやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用ずるとをは次の注 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にずるとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は日0巧 ly 上あけて 
ぐださい。 

• 他にリピルド中の八ードディスクドライブがを在ずる場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は巧わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説巧しまず。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに設置して使巧します。 

ラックへの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD の中 
にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照ずるか、保守サービス会社にお聞 
し''合わせくたさし)。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に化頼することわできます。 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死 t ： ず 
る、または重傷を負5おそれびありまず。詳しくは、 iii ぺージけ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 指定 L ソ外の場所に設置しない 

• アース線をガス管につなびない 



A ミち意 


装置を安全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認ずる 

• 荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

• ラックが不を定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 




次に示すを件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これ6の場所 
じラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐え6れない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• ホにおうとつや傾おがある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、ち蔵庫などの近<)。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生ずる場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近 
<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物のを下が考え6れる場所。 

• 強い磁界を発生させるわの（テレビ、ラジオ、放ち/适信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のあく（やむを得ない場合は，保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接地綜（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON/OFF ずる場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近< (電源ノイズを発をする装置の近<に設置するときは電源配綜の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順を t (下に示します。取り外し手順じついては、取り付け手順 

の後で説明しています。 





警告 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

♦ 規定がのラックで使用しない 

♦ 指定 1 U がの場所で使用しない 


A ミち意 

A A 

装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページな降の説 
明をご覧ください。 


• ぞ下注写 

• 装置を引走出した状態にしない 
• カバーを外したまま取り付けない 
• 指を巧まない 

Q 


wO ラック内部の温度上昇とエアフ □- について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの內部の通気が不十分だったりずると、 
ラック内部の温度が各装置か5発ずる熱によって上昇し、動作保証温度 (10 
で〜3日で）を超え、誤動作をしてしまうおそれがありまず。運用中にラック 
内部の温度が保障節囲を超えないよラにラック内部、および室内のエアフ□一 
について十分な検討と巧策をしてください。 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取りがけることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱を防止のために、工場 
江!荷時にスライドレールは左ちとわに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 


• レールアセンブリの取りかし 

本体左ちに取り付け6れているスライ 
ドまの レールを 取りタトします。 


本体前面にある□ック解除ボタン を 押 
しながら、 レールを 持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 




• 取り巧したレールアセンブ U は、このをの手順（レールアセンプ U の取 
り付け）で使用しまず。 

• レールに指を巧まないよラ十分を意してください。 
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• レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックのち穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ックされたことをお認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）わ同 
様に取り付けてください。 

もう 一ち の レールを 取り付ける時、す 
でに取り付けている レール アセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


レールアセンブリがお実に□ックされて脱をしないことをお認してください。 

区エック J 
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• 本体の取り付け 


A ミち意 


AQ 


装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 


1. 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレール（ベアリング部）を手前 
に引さ出す。 



2. 2人し U 上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

左ちのレールアセンブリじ本装置 
側面のインナーレールを磕実に差 
し化んでからゆっくりと静かに押 
しぶみます。 

完全に装置を押しぶむと装置前面 
の□ックがかかり、装置を固定:で 
きます。 






• レールに指を挟まないよラ十分ま意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまっすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しなが6取り付けてく 
ださい。 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
摩擦を感じることがありますが、製品にす障はありません。 


3. 本装置を何度かラックか5引さ出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


✓ ラック巧の他装置と隣をする位置に本装置を取り付ける際は,化装置と本装置の 
巨 li 巧] 屋体が干巧していないことをお認してください。电し干ミ歩している場合は，他装 
置と干巧しないよう調整してレールアセンブリを巧り付け直してください。 
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• フ□ントべゼルの取り付け 

フ□ントべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに引つかけるようじ しながら 
取り付けます。 


タブ 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックか6取りかします。取り外しは1人でもできまずが、なるべく複数 
をで巧うことをお勧めします。 


A 注意 


/CA 瓜 

Q 


装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

• ラックが不安定なげ態でデパイスをラックか5引き出さない 

参 沪てま号 

• 装置を引を出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか6弓 I を出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してか5、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケープルをすべて取り外す。 


2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 



3. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを巧しなが S 本装置を 
ゆっくりと静かにラックか6引き 
出ず。 



ポタンを押すと□ック 
が解除できます。 
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4. 本装置をしっかりと持ってラックか5取り外す。 





• 複数ちで装置の底面をまえなが6ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置が落下ずるおそれびあり、危険でず。 

• レールに指を挟まないよう十分ま意してください。 


已.レールアセンブリをラックか S 取 
り外す場ちはレノて一を押しなが6 
レールを矢印方向に弓 I いてがして 
<ださい。 
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本体に周辺装置を接続しまず。 

本体にはさまざまな周辺装置と接続できるコネクタが巧意されています。次ページの図は標 
準の状態で接続できる周の機器とそのコネクタの位置を示します。周の装置を接続してか6 
添付の電源コードを本体に接続し，電源プラグをコンセントにつなげまず。 


W -0 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運おの設 
Bto 定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続-設定などシステム構成に関ずる要求が 
ございました5、保守ヴービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知6せぐださい。 




装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ミち意 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定 W がのコンセントに差し込まない 

A A 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定む夕わ〇電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフ王ースケーブルの取り付けや取りがしをしな 
い 

指定 W がのインタフ！ースケーブルを使用しない 


• 
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最禮に添がの電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS 【こ接統する塌合は 
次ページの説明を参照。 


マウス 


LAN 上のネットワークシステム 
シリアルイ（八ブ（マルチポートリピータ） 

ンクフエーを介して接続されます） 

ス機器 （管理専巧） 

USB 機器 




I 



• 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• ヴードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置が本装置で使用でさることを 
あ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用でさないものがありまず。 

• SCSI 機器は、オプションの SCSI コント□—ラを搭載ずると接続ずるこ 
とがでさまず。 SCSI 機器內部の接続ケーブルを含め、ケープルの全長 
が 3 mm 内になるよラにしてください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス ( HTTPS ) を使用ずる場合は、 NEC フィールディングにホ目談し 
てぐださい。 

• 回線に接続ずる場台は、設定機関に申請済みのボードを使用してください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできません。 

参 PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを 
巧くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなつているため、マイ 
ナスドライバなどを使用してツメを巧して巧いてください。その際に、 
マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポートを破損しないよラ 
十分にま意してください。 


シリアルインタ 
フェースを持つ 
管理 PC (保守専 
用ポート） 



1 〇に IB 




側機器 


邑岂 


召呂 


面 

前 
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周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブル 
タイなどでケーブルが絡まないように束ねてください。 


ケープルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当た日ないようフォー 
ミングしてください。 


本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続ずる場合は， UPS の背面にある出カコン 
セントに接続しまず。 

詳しくは UPS じ添付の説明書をご覽ください。 


<例> 


コン ピ ユータインターフエースポー トに 0 M ) 



本体の電源〕ードを接続した UPS によって、 UPS か6の電源供給と本体の ON / OFF を連動(リ 
ンク)させるために B の S の設定変更が虫、要となる場合がありまず。 

B の S セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を還択し，適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは209ぺージを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作のち法じついて説おします。 


フ□ントべゼルの取り付け • 取りかし 


フ□ントべゼルを取り付け、添付のセキュリティキーで□ックすることにより本体前面の機 
器やスイッチ類へのアクセスを保護ずることができまず。 

ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライ 
ブを取リキ及うときにフ□ントべゼルを取り外します（卓上に設置した場合は、フ□ントべゼ 
ルを取り付けることはできません）。 


フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ツクを解除しないと開けるこ 
とびでをません。 


1. キース□ットに添付のセキュ U テイキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く巧しなが S 回して□ックを解除ずる。 



2. フ□ントべゼルのち端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームか5外し 
て本体か5取りがす。 










































1 已〇 基本的な操作 


フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしなが6取り付けます。取 
り付けた後はセキュリティのためにもキー 
で□ツクしてください。 


クブ 
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°〇〇 DDD 


/] 吕 

ロロロ 
口 □□ 

り吕1 

ロロロ 
ロロロ 



本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 

次の順序で電源を ON にします。 

1. フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクをセットしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 


I チェ巧 


3. ラックに搭載している場合でフ□ントべゼルを取り付けている場合はべゼルを取り 
外ず。 

4. 本体前面にある POWER スイッチを巧す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC □ゴ」が表示されます。 


POWER ランプ 


POWER スイッチ 




「 NEC 」 □ゴを表示している聞、自己診断プ□グラム （ POST ) を実巧して八ード 
ウェアの診断をしまず。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


I チェッ^ 



無停電電源装置 CUPS) などの電源制御装置じ電源コードを接続している墙合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを磕認してください。 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
284ページを参照してください。 


電源コードを接続するとハードウ: L ァの初期診断を始めます（約5秒間)。初期 
診断中は POWER スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER スイッチを巧してくださし、。 


電源の日 N 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断磯能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され，マザーボード、 ECC メモリモジユー 
ル， CPU モジユール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に 
各種の团 0 S セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


化荷時の設定では POST を実行している圍，ディスプレイ 
装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Esc > キーを押す 
と、 POST の実行内容が表示されます。） 


mBZ 



B に S のメニューで <Esc> キーを巧さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 SETUP ユーティリティの 「Advanced」 メニュ ー 
にある 「Boot-time Diagnostic Screen」 の設をを 「Enabled」 に切り替えてくだ 
さい （199 ぺージ参照）。 


POST の実行内容は常にお認するを要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを痛認してください。 

• 導入時 

• 「巧障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の聞に何をわビープ音がしたとき 

• デイスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

P 動 てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に [Press Any KeyJ 
とキー入力を要巧ずるメッセージを表示ずる場合らありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要ホしているためのちのでず。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してか6阳Iかキーを巧してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にず 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを示 
ずメッセージを表示して POST をいったん停止ずることがありまず。 

この場合はく Fl> キーを押して POST を継続させてくださし、ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設 
定でさまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表おさ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモ1」チェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ5は搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知 S せ 
るメッセージでず。 

3. しば6 くすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーテイ U テイ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot 
from Network 

使用する環境じあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更するあ要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている圍に < F 2> キーを押しま 
す。設定方法やパラメータの機能については、189ページを参照してください。 
SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行します。 

4. オンボードの RAID コント □- ラ (LSI Embedded MegaRAID™) を有効（使用 
する）に設定している場合、 RAID システムの設定や管理をするユーテイリテイの 
起動を促すメッセージが表示されます。 

Press <Ct 「 L><M> to Run LSI Logic Software RAID 
Setup UtiLity, 


ここで < Ctrl > キーと < M > キーを押すと八ードディスクドライブの RAID を構築ずるた 
めのユーティリティが起動します。設定値やユーティリティの詳細については 
["Setup Utility 」（222 ぺージ）を参照してください。 


已.続いて本体にオプションの SCSI コント□-ラボードなどの専用の BIOS を持ったコ 
ント□-ラを搭載している場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促 
すメッセージが表示されます（そのまま何を入力せずにいると数砂後に POST を自 
動的に続けます)。 

<例 ： SCSI B の S セットアップユーティリティの場合> 

Press <C t r L ><A> for SCSISeLect(TM) UtiLity! 

ここで < Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動しまず。 SCSI 機器の設 
を値やユーティリティの詳細じついてはボードに添付の説 B 月書を参照して<ださい。 

ユーティリティを使用しなければな6ない例としては外付け SCSI 機器を接続した 
場合などがあります。 

6. オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をずると、 
POST が正常に終了した後に、バスワードを入力ずる画面が表示されます。 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動で 
きなくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時聞を 
あけて 0 N 1 こしてください。 


wO OS をインス I ルずるまではバスワードを設定しないでください。 


8. POST を終了すると OS を起動します。 






1 已 4 基本的な操作 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーをお化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通巧します。エラーメッ 
セージとエラーを届®するビープ音のパターンの一覧や原因，その対処方法については，「運 
巧-保守編」を参照してください。 


"~〇 な守サービス会社に連結ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ifai ださい。アラーム表示はな守を行ラとさに有用な情報となりまず。 
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電源の OFF 


次の順をで電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをずる。 

2. POWER ランプが消なしたことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OF 円こする。 


省電カモードの起動 


AC 円モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状獻スタンバイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューか6スタンバイを選択ずるか、 POWER スイ、ソチの設をを電源 
オフか6スタンバイに変更した場合は POWER スイッチを押すとスタンバイ状態になります 
( POWER ランプが点滅しまず)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 


POWER スイ'ソチ 




省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰ち法に ついては、 
Windows 0 S の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベル 
は 、 Windows 0 S の設をに依存します。 


"~〇 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
■to をい。省電カモードか5復帰ずる際に元の状態に復帰でさない場合びありま 
ず。 






































1 已巨 基本的な操作 


光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に1台装備されている光ディスクドライブ 
にはと J 下のタイプがありまず。 

モデルや磨人時のオーダによって]; J 下のドライブが搭載されます。 

• DVD - ROM ドライブ（標準） 

を様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MULTI ドライブ（オプション） 

を様な光ディスクの読み取り、書き込みを巧うための装置でず。 


DVD Super MULTI ドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添付されているライティングソフトウエア CD - ROM 内の説明書を参照してください。 


A 注意 


装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 


などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 

明をご覧ください。 


光ディスクドライプのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上のミ主意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視し 
て装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれが 
ありますのであず守つてください。 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 

1 . ディスクを光ディスクドライブにセツトずる前に本体の電源が ON ( POWER ラン 
プが緑色に点な）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを巧す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に弓 I き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 
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4. ディスクので字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


已.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちなが S 、 を5—方の手でトレー 
の中むにある駆動部分にディスク 
の巧がはまるように指で巧して、 
トレーにセツトずる。 


駆動部分 





ディスクの取り化しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジエクトボタンを 
押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点灯しているときは DVD / CD にアクセスしていることを示します。トレー 
イジェク トボタンを押す前にアクセスランプが点灯していないことを殖認してください。 


ち國のようじ、片方の手でトレーを持ち、 
もう一方の手でトレーの中ふ、じある駆動部 
分を押さえなが6ディスクの端を軽くつま 
み上げるようにしてトレーか6取り化しま 
す。 



ディスクを取り化したらトレーを元に戻してください。 









1 已 8 基本的な操作 


取り出せなくなったときの方法 

トレーイジ ェク ト ボタンを押しても DVD/CD-ROM が取り化せない場合は、次の手順に従っ 
てディスクを取り化します。 


1. POWER スイッチを巧して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消口）にずる。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1 00 mm の金属製のピン（太めのゼムク U ップを引さ伸ば 
して代用できる）を光ディスクドライブ前面中央にある強制イジェクトホールに差 
し込んでトレーが出てくるまでゆっくりと巧す。 




• つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を巧ってもディスクび取り出せない場合は、な守ヴービス会 
社に連結してください。 


3. トレーを持って引さ出す。 


4. ディスクを取り出ず。 


已.トレーを巧して元に戻ず。 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点にを意して取りあってください。 

• DVD / CD 規格に準拠しない「〕ピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクじつきまして 
は、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクををとさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• ディスクじラベルなどを目よ6ないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上じして、トレーにていねいじ置いてください。 

• キズをつけたり、銘筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところじは置かないでください。 

• 直斯日光の当たる場所や暖房器具のお< など温度の高< なる場所には置かないで< ださい。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔6かい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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サーバのお認 （UID スイッチ) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」があります。 

<装置前面> 



<装置背面> 




□□□□□□ 

□□□□□□ 

d 1- 


固 




© 


V □□□ iTTi □□□□□□□□□□□□□□□ 

)0 □□ li=il □□□□□□□□□□□□□□□□□ 


UID スイ’ソチ/ランプ 


UID (ユニット ID ) スイ、 ソチを押すと UID ランプが点なしまず。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ソフトウエアか6コマンドを受信した場合は点滅表示します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタフエースケーブルを取り外したりずるおそれがあります。 UID スイ、ソチやソフトウエ 
アコマンドを使って保守する本装置を殖認してから作業をずることをお勧めします。 














































































160 め廓オプションの玻ソがけ 


内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


W-0 • オプションの取り付け/取り列しはユーザー個人でも巧えまずが、この 

国当 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り列しを巧 
わせるよ5お動めしまず。 

• オプションおよびケーブルは醉社が指定ずる部品を使用してください。 
指定むがの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 

• ハードウエア構成を変更した場合も、おず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （16 ページを参照)。 


安を上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取りかしをするために次のを意事項を必、ず守ってくださ 
い。 



警告 


A\A\ 

A® 
(g) 戀 ) 


装置をを全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



lh\ /%x 

AA 

AQ 


装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説 
明をご覧ください。 

落下ミち意 

装置を引を出した状態にしない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 
局温;主思 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け' 取り外しの際は静 
電気による製品の巧障に十分を意してください。 

• U ストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入6ない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電しまず。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにして<ださい。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を巧います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやずい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って < ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を斤って<ださい。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などじ入れて<ださい。 





162 内蔵オプションの取り付け 


取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックか6の取りかしは1人でも 
できますが、なるベ<複数名で巧うことをお勧めしまず。 


A 注意 

底 

装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 

• 

落下ミち意 

• 

装置を引を出した状態にしない 


• 

カバーを列したまま取り付けない 


• 

指を巧まない 





• トップカバーを取り列して準備びできたを、本体を持つときに PCI ライ 

ザーを持たないでください。 



• 電源コードを本体か6取り列したを、約日巧ほど待ってか6作業を続け 
てください。電源コードを取り巧してか53~4秒ほどの間、マザー 
ボード上の部品は動作を続けている場合びありまず。動作び完全に停止 
してか5作業を続けてください。 


1. フ□ントベセルを取り付けている場合はフ□ントベセルを取り外す （149 ぺージ 
参照)。 

2. 144ページの r 取りかし手順」を参照して本体をラックか5取りかし、じようぶ 
で平 S な机の上に置く。 


本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか日取りかしてくだ 
ira さし、。 
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3. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけて背面へ 
向けてスライドさせてから持ち上 
げてください。 



トップカバーを取り付けるときは、トップカバーにあるフックと本体のフレームにある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


- 


- 

前面 

1 

==^4 欄 


s め e < 1 日 

e G 1 0 



カバーの先端をシヤーシ巧 
に差し込む 


中央 
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1 i II II 1 1 み <—1 

( < II II ) ) ( t — ) 

I < Ilf II ) )yf — ：) 

ディスクペイ1 
2台目の八ードディスク 
ドライフ巧（オプション） 



ディスクベイ2 
3台目の八ードディスク 
ドライブ巧（オプション) 



ディスクベイ0 
1台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 


辭なで指定していないノ V— ドディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。ヴードパーティのノ v— ドディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライプだけでなく本体が故障ずるおそれびありまず。 

異なるインターフェースの八ードディスクドライプを混在して搭載ずる 
ことはでさません。 

搭載ずる八ードディスクドライブの種類によって、バックプレーンボー 
ド上のジャンパの設定を変更ずる必要びありまず。下図を参考にジャン 
パの設定を変更してください。設定が異なりまずと正しく八ードディス 
クドライブが動作しなくなりまず。 

* N8103-1 16A/1 17A /1 1 8 A についてはジャンパの設定を変更ずる 
必要はありません。 SATA HDD LED 搭載時の設定のままとして 
ください。 

* N 8103 -10 日実装時のジャンパ設定については、 [NS103-109 
RAID コント□—ラユーザーズガイド]を参照してください。 


巧 



3園过 


□ I 




<SATA HDD LED 倍載時> 
m ストラップ 


ド 1 LED R 

圓-…の 

<SAS HD[ 

口！スト: 
li LED R 

固- IN の 


<SAS HDD LED 搭載時 > 
m ストラップ 


バックフレーンボード 


取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをしまず。 

八ードディスクドライブ 

本体には、最大3台の八ードディスクドライブを搭載することができまず。 


邮圓圓微 DDD 


□ □ 


吕己 

呂巨 

吕己 


□ □目 

□ □目 

□冒 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 


1. フ□ントべゼルを取り付けている場合はフ□ントべゼルを取り外ず （14 目ぺージ 
参照)。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に3つあります。左のス□、ソトか6順に取り付けてください。 

3. 八ードディスクドライブベイ1,2 
に取り付ける場合は、ダ ミー ト 
レーを 取り外す。 

ダミートレーは八ードディスクド 
ライブベイ1, 2に入っています。 



ダ云ートレーは大切に巧ちしておいてくださし、。 


4. 


已' 


ドライブキヤ U アの八ンドルの 
□ックをお除する。 


ドライブキヤ1」アと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 







• "ンドルのフックびフレームに当たるまで巧し込んでください。 

• ドライブキヤ U アは両手でしっかりとていねいに持ってください。 


^ 八ードディスクドライブベイ0と POWER スイッチはお接しています。八ード 
民ェック I ディスクドライブの取り付け/取りかしの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないようじを意して < ださい。誤って POWER スイ、ソチを巧してしまうと 
シャットダウン処理をされてしまいます。 
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6. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ツクされまず。 


W-0 

障事马 

八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してください。 

さ 6 にしっかり入っているか、再度巧し込んでください。 

✓ 

1 チェック 1 

押し込むときに八ンドルのフックがフレームに引っかかっていることを磕認 
してください。 


1 . 本装置の電源を ON にして 、 SETUP ユー ティ U ティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてか6取り付け 
てセキュリティキーで□ックします。 
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取り外し 


次に示ず手順で八ードディスクドライブを取り外します。 





• j \- ドディスクドライブ巧のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブにな存をれている大切なデータ（例 
えば顧客情報やを業の経理情報など）が第兰者へ漏洩ずることのないよ 
ラにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えまずが、実 
際のデータは八ードディスクドライプに書を込まれたままの状態にあり 
まず。売全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれがありまず。 

このよラなトラブルを回避ずるために市販の消去巧ソフトウェア（有償） 
またはヴービス馆償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お動めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守ヴービス会社にお問い合わせください。 

• 電源ケーブルを取り巧ずとさは、巧のミ主意を守ってください。 

- ケーブルをねじ5ない。 

- ケーブル部分を持って引っ張6ない。 

- コネクタき B 分を J 寺ってまつずぐに引を巧く。 





八ードディスクドライブが故障したためにディスクを取り外す攝含は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点财しているス□、ソトをあ6 
かじめ磕認してください。 



1. 162ページを参照して準備をする。 
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^ 八ードディスクドライプベイ1と POWER スイッチはぶ接していまず。八ード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないようじミ主意してください。誤って P 0 附 ER スイッチを巧してしまうと 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


3. 八ンドルとドライブキヤ1」アを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 



4. 八ードディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレーを取り付ける。 

已.本装置の電源を ON にして 、 SETUP ユー ティ U ティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 
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内蔵 USB フ□ッピーディスクドライブ 

本体には、内蔵 USB フ□、ソピーディスクドライブを1台を搭載することができます。 

取り付け 

次に示す手順で内蔵 USB フ□、ソピーディスクドライブを取り付けます。 


2 . 


1巨2ページを参照して準備をする。 
FDD ダミートレーを取り外す。 



FDD ダ =- トレーは大切になをしておいてくださし、。 



4. 内蔵 USB フ□ッピーディスクド 
ライブを取り付ける。 
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FDD ケーブル 


手順1で取り外した部品を取り付ける。 


取りタル 


己.手順3で取りかした FDD 固定フラ 
ケットをネジで取り付け、内蔵 
USB フ□ッピーディスクドライ 
ブを固定する。 



日. FDD ケーブルを接続ずる。 



内蔵 US 己フ□、ソ ピー ディスクドライブの取り外しは取り付けの逆の手順で行ってください。 
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DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットに取りが 
けまず。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個あります。 

^モリは最大 8 GB まで増設できまず。 


W"0 • DIMM は大変静電気に弱い電モ部品でず。本体の金属フレーム部分など 

na に軸れて身体の静電気を逃がしてか 5DIMM を取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は1目1ぺージで詳しく 
説明していまず。 

• 醉社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障ずるおそれ 
がありまず。また、これ6の製品び原因となった故障や破損についての 
修理は保証期間中でも有料となりまず。 


また、本装置では六モリの Dual Channel ^ モリモードをサポートしています。 

Dual Charnel 六モリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となりまず。 
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DIMM の増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用ずる場合と使用しない場合で増設順序や増設単 
位が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順序に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用ずる場合 

次のを件を守って< ださい。 

一 2枚単位で取り付けてください。 

一取り付ける2あのメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□、ソトはス□ット1と3、または2と4を一組としてください（使用す 
る組に順序はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモ U モード 

ス □ ット 1 

ス□ット吕 

ス □ ット 3 

ス □ ット 4 

例1 

動作する 

512 MB 

DIMM (標準） 

(ホ措載） 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

512 MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

例3 

動作しない 

日に MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

日に MB 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

(ホ搭載） 

1 GB 

DIMM 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


1. 1目2ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレノ く一を左ちに広げ、 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
茲む。 



^ DIMM の向きにま意してください。 DIMM の端す側には誤挿入を防止ずるため 
医!^ の切り欠きがありまず。 


DIMM が DIMM ソケ 、ソ ト I こ差し化まれるとレバーが自動的に閉じます。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認ずる。 

POST のエラー^、 ソセー ジの詳細については284ぺージを参照してください。 

已. BIOS セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 

「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が BIOS か S 認識されていること 
(画面に表示されていること）を確認ずる （2 日1ぺージ参照)。 

6. rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは199ページをご覧くださ 
い。 

7. ページングファイルサイズを推奨値 L ソ上に設定ずる。 

キ隹奨槪 Windows Server 2003の場合):搭載メモリ x 上 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取りかします。 


^ • 巧障した DIMM を取リクトす場合は. POST や ESMPRO で表示されるエ 

ラーメッセージをお認して> 取りがけている DIMM ソケットを巧認して 
くた’さい。 

• DIMM は最化1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


2 . 


162ぺージを参照して準備をする。 

取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□、ソクが紹除され DIMM を取り外 
せます。 



3. 手順1で取り列した部品を取り付ける。 

4. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認ずる。 

POST のエラーメッセージの詳細じついては284ぺージを参照してください。 

已. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Confi 呂 uration DataJ を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは199ページをご覧くださ 
い。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、 BIOS セットアップユーティリティを起動して、 
「 Advanced 」 メニユーの 「Memory Confi 呂 uration 」 で 、 「Memory Retest 」 

を 「 Yes 」 にして再起動ずる。 

エラー情報をクリアするためでず。詳しくは201ページをご覧ください。 

1 . ぺージングファイルサイズを推奨値しソ上に設定する。 

おお値 (WindowsServer 2003の場合):搭載メモリ x 1.5 W 上 
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PCI ボード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには 、 PCI 
EXPRESS ボードを取り付けることのできるス□、ソトが2個ありまず。 


"~〇 PCI ポードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フ 
置3 レーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか5ポードを取り扱ってく 
ださい。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分やボードに実装さ 
れている部品の信号ピンに触れたり、 PCI ポードおよびライザカードを直接机 
の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説巧は161ぺージで詳しく 
説明していまず。 



PCI #1 側 
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ライザーカード 

標準 

オプション 
(N81 16-1 7 選択時） 





ス□ット 
(バス A) 

ス□ット 
(バス B) 

ス□ット 
(バス A) 

ス□ット 
いくス B) 





PCIe#l 

PCIe#2 

PCIe#l 

PCI-X# 吕 


型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能' 1 

xl レ-ン 

x8 レーン 

x8 レーン 

64-bit/ 

100 MHz 

備考 



PCI ス □ツ トサイズ 

Low 

Profile 

Low 

Profile 




PCI ポードタイプ' 1 

x8 ソケット 

x8 ソケット 

3.3V 




搭載可能なボードサイズ 

200mm UTF 

200mm OT 


N8 103-95 

SCSI コント□ーラ 

( 力ー ド性能： 64bit/66MHzPCI) 

- 

- 

- 

〇 


N8 103-75 

SCSI コント□-ラ 

( 力ード性能：目 4bit/133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

〇 

N8 103- 107 と混在不可 

N8 103- 107 

SCSI コント□-ラ 

( 力ー ド性能 ： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

〇 

- 

N8 103-75 と混在不可 

N8103-104A 

SAS コント□-ラ 

( 力ー ド性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

〇 

〇 

〇 

- 

内蔵 HDD 接続不可 

N 8103 -11 己 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID0/1/5/6) 

( 力ー ド性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 

- 

- 

内蔵 HDD 接続不可 
増設バッテリ〔 N8103- 
12 幻は搭載不可 

N8 103- 109 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID0/1/5/6) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 

- 

- 


N 8103 -116 冉 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID0/1) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 

- 

- 


N 8103 -117A 

RAID コント□ーラ 
(128MB, RAID0/1/5/6) 

( 力ー ド性能 ： PCI EXPRESSES)) 

- 

〇 

- 

- 


N 8103 -118 冉 

RAID コント□ーラ 
に 56MB ， RAID0/1/5/6) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESSES)) 

- 

〇 

- 

- 


N8 190- 120 

Fibre Channel コント日ーラ 
(2Gbps/Optical) 

( 力ー ド性能：目 4 邮 / 133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

〇 


N 8190- に 7 

円 bre Channel コント□—ラ 
(46bps/0ptical) 

( 力ー ド性能 ： PCI EXPRESS(x4)) 

- 

〇 

〇 

- 


1X18190-131 

円 bre Channel コント □— ラり ch) 

(4 訊 ps/Optical) 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESS(x4)) 

- 

〇 

〇 

- 


N 8104 -88 

10 祀 ASE-TX 接備ボード 

( 力ー ド性能： 32bit/33MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -115 

1000 BASE-T 摇締ボード 

( 力ー ド性能：目 4 邮 / 133MHz PCI-X) 

- 

- 

- 

〇 


N8 104- 126 

10 日日 BASE-T 接備ボード 
( 力ー ド性能 ： PCI EXPRESS(xl)) 

〇 

〇 

〇 

- 

N8 104- じ日同 ± の 
Teaming(AFT/SFT/ 

AL 巨 ) は巧。他の N にと 
の Teaming(FEC/C3EC) 

は不可。 10BASE-T は 
未サポート。 

N 8104 -109 と混在不可 

N8 104- 122 

1000 巨 ASE-T 接備ボードにか） 

(力ー ド性能 ： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

〇 

- 

N8104-122S±® 

Teaming(AFT/SFT/ 

AL 巨 ) は巧。他の N にと 
の Teaming(FEC/GEC) 

は不可。 10BASE-T は 
未サポート。 

N8 104- 109 と混在不可 

N8 104- 125 

10 日 OBASE-T 接続ボード (4ch) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS(x4)) 

- 

〇 

〇 

- 

最大 1 枚まで 
他の N にとの Teaming 
(FEC/GEC) は不可。 
10BASE-T は未サポー 
卜。ブーツがき LAN 
ケーブル使巧不可。 

N8 104- 109 と混在不可 
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ライザーカード 

標準 

オプション 
(N811 6- 17 選択時） 





ス□ット 
(バス A) 

ス□ット 
(バス B) 

ス□ット 
いなみ） 

ス□ット 
(バス B) 





PCIe#l 

PCIe#2 

PCIe#l 

PCI-X# 吕 


型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能’ 1 

xl レ-ン 

x8 レー ン 

x8 レー ン 

64-bit/ 

100 MHz 

備考 



PCI ス□ツトサイズ 

Low 

Profile 

Low 

Profile 




PCI ボードタイプ >1 

x8 ソケット 

xS ソケット 

3.3V 




搭載可能なボードサイズ 

吕〇 0mm じ TF 

200mm LU 下 


N 8 104- 109 

1000 巨 ASE-SX 接続ポード 

(力ード性能：目 4 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

〇 

N 8 104- 126/122/125 
と混在不可 

N 8104-123 A 

1日日 BASE - SR 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESSES )) 

- 

〇 

〇 

- 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：起送性能（転送帯域）を示ず。く例 >1 レーン =2 .日郎 PS 、 4 レーン =10 郎 PS 
ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数 U 下のカードが接続巧能。 

く例>乂4ソケ、ソト^パカード、 x 4 カードは搭載巧能。 x 8 カードは搭載不可。 

*2 ライザーカード選択時、2枚1:>(上のボードを増設した場合、動作は最大 lOOMHz となリます。 

* をカードの磯能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 同ーバス巧に異なるカードを実装した場合はほい方の周波数で動作します。 

* 製品をのカッ コ 内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 

標準ネッ ト ワークについて 

* 標準ネットワーク（オンボード）で AFT / AL 巨の Teaming を組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / AL 巨の Teaming を組むことは不可。 

搭載可能なボードのサイズ 
* 日 V カードは実装不可。 

* Low Profile 力ードの場合：奥行き 131 mm まで、幅 64.4 mm まで 























178 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトじボードを取り付けます。 


ーグ • PCI ボードを取リイ寸けるときは，ボードの巧続部のお:！犬と PCI ボードス 

□ットのコネクタお状が合っていることをお認してください。 

• 内蔵八ードディスクにち続ずるボードはおがに圉係なく，ライザーカー 

ドのフル八イト側に取り付けてください。 


两"〇 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみでず。□ン 
IBa グタイプは取り付けることびできません。 


1. 162ぺージを参照して準備をする。 


2. ライヴーカードを固定しているネ 
ジ2個を外して、ライヴーカード 
の両端を持ってまっすぐ持ち上げ 
て本体か S 取り外す。 


3. ライヴーカードか S ネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 


窗 



"~0 取り外した増設スロットカバーは、大切に保置しておいてください。 


4. ライヴーカードに PCI ボードを取 
り付ける。 

ライザーカードのス□ット部分と 
PCI ボードの端す部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 
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• ライザーカードや PCI ポードの端モ部分およびボードに実装されている 
電モ部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油び巧いた状態で 
取りがけると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取り列して 
か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損ずるおそれびありまずのでを意してください。 


一/ PCI ボードのプラケットの端が、ライザーカードのフレーム巧に差し込まれて 
区て巧！ いることをお認してください。 


已. PCI ボードを手順3でがしたネジで固定ずる。 



6. 手順2で取り外したネジ1個で固 
定して、ライヴーカードをマヴー 
ボードのス□ットに接続ずる。 

ライザーカードの端す部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、磕実に差し込みます。 



^ 差し込む際にライザーカードのフレームじある，匿体フレームに引っかけるた 
医て巧] めのツメが正しく勘合していることをお認して<ださい。また，差し込んだ後， 
図のようじライザーカードのフレームを指で巧し，ライザーカードの端子部分 
が完全に見えなくなるまで押し込んでく ださい。 


7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については284ぺージを参照してください。 
















180 内蔵オプションの取り付け 


日. BIOS セットアップユーテイ U テイを起動して 、 rAdvancedJ メニューの 
[Reset Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは199ページをご覧くださ 
し、。また、あ要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかど 
うかを殖認してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を巧ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取りかしの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえても6いなが6取りかしを斤ってください。 


PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケープルを抜く 
ito ときは、コネクタのツメが手では巧しにくくなつているため、マイナスドライ 
バなどを使用してツメを巧して抜いてください。その際に、マイナスドライバ 
などび LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分にま意してくださ 
し、。 


ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付け6れていた増設ス□、ソ 
トカバーをあず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固定してください。 


ボードの取り外しや交換-取り付けス□ットの変更をした場合は团 0 S セット 
アップユーテイリテイを起動して 、 rAdvancedJ メニユーの [Reset Con - 
fi 卽 ration Da ね」を fYesJ にして、ノ V - ドウエアの構成情報を更新してく 
ださい。 
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内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムにずる場合 

本体前面にある八ードディスクドライブベイに搭載した八ードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法じついて説おします。 


• RAI □システム構脚こ変更ずる場合や、 RAID レベルを変更ずる場合は、 

国司 "-ドディスクドライブを初期化しまず。 RAID システムとして使巧ず 

るハードディスクドライプに大切なデータびある場合は、バックアップ 
を別の A - ドディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライプは、1台の物理デバイスでを作巧でさまず。 

• RAI □システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
お数など)の A - ドディスクドライプを使用してください。 



• ほ用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コントローラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントローラを 
使用してください。 

• RAIDOii ^ かの論巧ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
巧ドライブを構成するハードディスクドライブのお容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築には，オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ''^) 
の機能を利用する方まの化にオプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -109, N 8103 -11 日 A / 
117 A /118 A ) を巧田する方をがあります。 







182 内蔵オプションの取リ付け 


オンボードの RAID コントローラ (LSI Embedded Me 旨 aRAID '™') を利用ずる場合 

マザーボード上にある RAID コンフイグレーシヨンジャンパの設をを変更ずると、内蔵八ード 
ディスクドライブを RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させることができま 
す。 


マ ザーボー ドおよび/ K ッ クプレー ンのジャン J く設定 

ジャンパの位置と設をは下図のとおりです。 



バックプレーンボード 


ジャンパの設定を変更したら、目 lOS SETUP ユーティリティで内蔵八ードディスクドライブ 
を RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させます。 

「 Advanced 」 メニューの一 「Peripheral Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 
を 「 Enhanced 」 に設定し 、 fAdvancedJ メニューの一 「Peripheral Configuration 」^ fSATA 
RAID 」 を 「 Enabled 」 に設定:してください仙荷時の設定:では 「SATA Controller Mode Option 」 
は 「 Enhanced 」 に 、 [SATA RAID 」 は 「 Enabled 」 に設定されていまずので正しく設定され 
ていることを磕 f 忍してください)。 

詳しくは「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （189 ぺージ）を参照してください。 

設定を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築しまず。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」に22ページ）を参照してください。 



添がの 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ン グシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティ ングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 




































































ノ、ート•ウェア漏183 


オプションの RAID] ント□-ラ(N81 03-1 09, N81 03-1 1 6A/1 1 7A/1 1 8A) を利用する場合 

オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -109, N 8103 -11 日 A /117 A / り 8 A ) を取りがけた本 
装置で、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上 
の八ードディスクドライプインタフェースケーブルの接続先を変更します。 

化荷時の内蔵八ードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタ 
に接続されています。 

詳細な説日月は、オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103-109, N 8103-116 A /117 A /118 A ) 
に添付の説明書を参照して<ださい。 


Vr\-f オプションの RAID コント□-ラは大変静電気におい電子部品でず。サーバの 
暨3 金属フレーム部分などに軸れて身体の静電気を逃びしてか 5 RAID コント □- 
ラを取り扱ってくだをい。また、 RAID コント□-ラの端モ部分や部品を素手 
で触ったり、 RAID コントローラを直接机の上に置いたりしないでくださし、。 
静電気に関ずる説明は161ぺージで詳しく説明していまず。 


I ** グ オプションの RAID コント□-ラを取リイ寸ける場合は，团 OS SETUP ユーティ 
区エック I リティの 「 Ad 仰 need 」 メこューの 「PCI ConfigurationJ—fPCISlot xxR 0 M(xx 
は PCU □、ソト番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることをお認し 
て < ださい。 


取り付け 

オプションの RAID コント □— ラ （ N 8103 -109, N 8103 -116 A / り 7 A /118 A ) の取り付けは 
「 PCI ボード」を参照してください。 


w ~0 RAID コントローラを接続ずる場合、团 0 S の SETUP ユーティリティの Boot 
Bto メニューにおける優況帽巧を日ま目な巧に設定してください。設定び9番目 ly 
降となつている場合、 RAI □コント□-ラのコンフイグレーシヨンメニューを 
起巧ずることびでさまだん。 


マザーボードおよび/ V ックプレーンのジャン/く設定 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -109, N 8103 -11 日 A /117 A /118 A ) を利用する場合 
はバックプレーンのジャンパを変更してください。 

取りがし 

オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103 -109, N 8103 -116 A /117 A /118 A ) の取りかしは、 
取り付けの逆の手順を行って < ださい。 

また，ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設 
ス □、ソ トカバーををず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固をしてください。 
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太線マーキング 


SGPI 01 コネクタ 


in 四 oj 



□] 
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Q Q 
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〈N 8103 -1 日9実装の場合〉 

ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPIOI コネクタの1番ピン（太穗マーキング側）に 
接続してください。 



ケーブルのルーティング 

オプションの RAID コント□ーラにインタフェースケーブルを取りがける場合、ケーブルの 
ルーティングが必要です。下の図を参考にケーブルをルーティングしてください。 

<N81 03-1 16A/1 17A /118 A 実装の場合 > 

ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の SGPI 日1コネクタの1番ピン（太線マーキング側）じ 
接続してください。 
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RAID システム構築時のを意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点についてを意してください。 

• 同じ容量、同じ回転ま度の SAS / SATA 八ードディスクドライブどち6かを、構築した 
い RAID レベルの最小企、要台数じ(上を搭載していること （ RAID の構成によってディスク 
の最ノ j ぃぶ、要台数は異なりまず）。 

• 論理ドライブは 、 RAID 0または RAID 1のいずれかの RAID レベルを違択、設定します。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインストール、セットアップまでをすることをお 
勧めします。 

システムをインス I ルしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの還択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送ま度や RAID , 論理ドライブの 
構成についての詳細な説日月は、 「 RAID システムのコンフィグレーシヨン」 （222 ぺージ）や、 
オプシヨンの RAID 〕ント□ーラ( N 81 03- 109, N 81 03- 11 6 A / 11 7 A / 11 8 A ) じ添付の説日月書を 
参照して < ださい。 


N 8103 -103, NS 103-116 A /1 1 7 A/n 8 A 実装日きには、休止状態、スタ 
ンバイへの移行は行わないでくだをい。 





186 内蔵オプションの取りがけ 


冗長フアン 

本装置標準装備のファンとオプションのファンを交換ずることにより、冷却ファンの冗長化 
をすることができます。 

[標準装備時] 


装置前面側 装置背面側 



[オプションフアン接続時] 

装置前面側 装置背面側 



コネクタ3、5、7、9、11じはシングルファンのケーフル（ホ、黄、黒、茶）を接続、 
コネクク4、6、8、10、12にはダブルファンのケーブル（白.グレー、オレンジ、紫) 
を接続してください。 
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交換 

1. 1已2ぺージを参照して準備をする。 


2. フアンケープルを取り外ず。 



3. フアン上部のプラスチック部分を 
軽く内側に巧しなが S つまみ、 
まっすぐ上に持ち上げ、取り外 
す。 



4. オプションフアン上部のプラス 
チック部分を軽く内側に巧しなが 
5装着ずる。 















188 内蔵オプションの取り付け 


ダブルファン時 
J14 
」16 
」18 
J20 




己.フアンケーフルを接続ずる。 

ファンケーブルはあらかじめツイ 
ストしておき、ケーブルがトップ 
カバーとファンまたはシャーシに 
挟まれないようにルーテイングし 
てからコネクタに接続してくださ 
い。 





ファンケーブルを接続するコネクタをよく確認してください。上図および18目 
ページの図を参照してくだきい。 


目.バックプレーンボード上の J 14ジャンパピンを変更ずる。 

下図を参照して変更してください。 



その他のジャン/む D 設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因とな0まず。 




オプシヨンファンから標準装備のファンに交換する場合もコネクタの位置に 
ま意しながら手順2〜手順5を参照して斤ってくださし、。 


マザーポード 


□回 


バックプレーンボード 




4 6 8 0 
時山山山ぶ 

ゾ rrrr_ 



シングル 


^□〇 

〇 0 0 

〇 〇 〇 

〇 0 0 
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システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方法について説日月します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定して<ださい。 

SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体巧のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < ても実行できまず。 

SETUP で設定される内容は，化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明ずるような場合などを 
要に応じて使用してください。 


• SETUP の操作は、システム管理ちヴドミニストレータ）び行ってく 

置3 ださい。 

• SETUP では、 A ’ スワードを設定ずることびでをまず。パスワードには、 
「 SupervisorJ と fUserJ の2つのレベルびありまず 。 「SupervisorJ 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、ずべての項目の変更が 
できまず。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 

「 Used レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限6れ 
まず。 

参 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新の八’ージョンがインス!ルをれています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合がありまず。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたは < Esc >、 く F 10〉 キーで必ず後了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを巧った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがありまず。 
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本体の電源を ON にずるとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しば6くずると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押すと、 S 口 UP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


W 前に S 口 UP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面げ表 
示されまず。パスワードを人力してください。 


Enter password L J 

パスワードの人力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を斤えません)。電源を OFF にしてください。 



バスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のバスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが， 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 


► System P 



設定項目 


► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on 5ERR: 

FRB-2 Policy: 

* Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK; 

Power ON Delay Time: 
Platform Event FiLtering; 


[Enabled] 
[Disable BSP] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

C 20] 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


• /+ Change Values F9 Setup Defaults 

、 Enter Select > Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* き動的にコンフィグレーションされたものや横化されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により蛮更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 

□ カーソルキー（す、 1) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソルキー^卜、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server . Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ く一 >キー / <十>キー 

選択している項目の値（パラ^-夕）を変更しまず。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ く Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を巧うときに押します。 


□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ く 巧> キー 

現在表示している項目のパラ六ータをデフォルトのパラ六ータに戻します（化荷時 
のパラータと異なる場合があります)。 

□ く F10> キー 

SETUP の設定内容を保ちし、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能节、システムとして運用ずるときじ必要となる機能の設定例 
を;^しまず。 


日付-時刻関連 


「 M 却 n 」 一 「System iime」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 ^ 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 ^ 「 AC - UNK 」 一 [Last State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにずる 
「 Server 」 ^ 「 AC - UNK 」 一 「Stay Off 」 


起動関連 


本イ本に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示ずる 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中にく Esc > キーを押しても表示させることができまず。 

リモートウェイクアップ機能を利用ずる 

モデムから： 「Advanced」「Advanced Chipset Control」 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「Advanced」 一 fAdvanced Chipset Control」 

一 rWake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 

HW コンソール端末か 6 制御ずる 

「 Server」 ^ 「Console Redirection 」 ^それぞれの設定をずる 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「 Advanced」 ^ 「Memory Configuration 」 一 [DIMM Group #n Status 」 一表示を確 
認する ( n : 1〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 


本体背面 



DIMM #4 
DIMM #3 
DIMM #2 
DIMM #1 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「 Advanced」 ^ 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 ^再起動 
ずるとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

「 Main」 ^ 「Processor Settings 」 表示を殖認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
していまず。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Main」 ^ 「Processor Settings 」 一 [Processor Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定ずる 

「 Advanced 」 ^ 「 NumLock 」 一 fOnJ 谓効）/ 「 Off 」 （無効：初期値) 
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イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 [Clear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

「 Security 」 一 「Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ）、 ューザーパスワード ( User ) の順 I こ設定:します 


が付けデバイス関連 


I / O ポートに巧ずる設定をずる 

rAdvancedJ ^ [Peripheral Configuration 」^ それぞれの I / O ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

rAdvancedJ ^ 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスじ対して設定をする 

RAID コント□ーラを取り付ける 

rAdvancedJ ^ 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n Option ROM 」 一 「 Enabled 」 
n : PCI ス□、ソトの審号 

J \- ドウエアの構成情報をクリアずる（内蔵デバイスの取り付け/取りがしの後） 

rAdvancedJ ^ 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 一再起動するとクリアされる 




「 Advanced 」 メニユーの 「Peripheral Configuration 」 一 fSATA 
Controller Mode Option 」 を rEnhanced 」 に設定し 、 「AdvanceclJ メニユ ー 
の 「Peripheral Confi 旨 urationj 一 「SATARAIDJ を |" Enabled 」 に設定 
してください。ネ刃期値 （「 Disabled 」） のまま起動ずると八ードディスクドラ 
イブのデータが壊れる場合がありまず。 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保をずる 

「 Exit 」 一 「Exit saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 または 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻ず（出荷時の設定とは異なる場合がありまず) 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 

現在の設定内容を保存ずる 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 

現在の設定内容をカスタムデフォルト値として保存ずる 

「 Exit 」 一 「Save Custom Defaults 」 

カスタムデフオルト値を□ー ドずる 

「 Exit 」 一 「Load Custom Defaults 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく目種類の^ニューがあります。 

♦ Main メ ニユー （一19色ぺージ） 

• Advanced メ ニユー （一199ぺージ） 

• Security メ ニユー （- ►20 已ぺージ） 

♦ Server メ ニユー （-►209ぺージ） 

• Boot メ ニユー (一21色ぺージ） 

♦ Exit メ ニユー （一217ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面1こ表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を説明 
しまず。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main ^ ニューの画面上で設定できる項目とその機能を示しまず。 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH ; MM:SS 

時刻の設ををします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をしまず。 

Hard Disk Pre-Delay 

[DisablecO 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 
に Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち含わせを行 
いまず。 

SATA Port 1-4 


それぞれのチャネルじ接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設をを変更できる項目がありまずが， 

化荷時の設をのままじしておいて<ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサに PU ) に関する情報や設定をずる 
画面を表示しまず （198 ページ参照)。 

Language 

[English ] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示ずる言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


W "0 日 IOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3已で-湿度： 20%〜 
80%)か5列れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割含で確認してくださし、また、高い時刻の精 
度を要ホずるよラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ （ NTP ヴーパ） 
などを利用して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調碧してち時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、またはな守サービス会社に保守を巧頼してくだをい。 













198 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 


Processor Settings ヴブメニユー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択ずると、 U 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Retest: 

C^] 

Select 'Yes ， , BIOS 
will clear historical 

Processor Speed Setting: 

1860 MHz 

processor status and 
retest aL し processors 

Processor 1 CPUID: 

06F6 

on next boot. 

Processor 1 L2 Cache: 

4096 KB 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

[Enabled] 


Hardware Prefetcher: 

[Enabled] 


Adjacent Cache Line Prefetch: 

[Enabled] 



FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プ□セ、ソサの エラー 情報をクリアし、巧回 
起動時じずベてのプ□セ’ソサに巧してテス 
卜を行います。このオプションはホ回起動 
後に自動的に 「 No 」 に切り替わりまず。 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
表示しまず。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

Error 

撒値の場合はプ□セ、ソサ1の ID を示しまず。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故 P 章 、 「Not 
Installed 」 は取りかけられていないことを、 
「 Error 」 はプ□セ、ソサの強制起動を示しまず 
(表示のみ)。 

Processor 11-2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[ Enabled ] 

Execute Disable 巨 it 磯能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用ず 
るかどうかを設ちしまず。 

Intel SpeedStep ( R ) 
Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサーが提供ずる 

SpeedStep 機能の有効/無効を設定します。 
この磯能をサポートしている CPU のみ表示 
されまず。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[ Enabled ] 

C 1 Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサーが提供ずる「仮想化 
巧術」の磯能の有効/無効を設ちしまず。 

この機能をサポートしている CPU のみ表示 
されまず。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[ Enabled ] 

八ードウェアのプリフェッチャの有交力/ 

お交力を設をします。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[ Enabled ] 

メモリからキャッシュへのアクセスの最適 
化の有タカ/無巧を設をしまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニユーが表示されます。 

項目の前に「►」がついている;<ニューは、選択してく Ente 「> 丰一を押ずとサブメニューが表 
示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 




Item Specific HeLp 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Connguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled ： 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設をすると， POST の内容を 
画面に表示しまず。 「 Disabled 」 じ設をずる 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
をできません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

に設走します。装置の起動後じこのパラ 
メー女は 「 No 」 に切り替わりまず。 

NumLock 

On 

[OffJ 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
をします。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セ、ソサに異常を横化 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止しまず。 


[]： 出荷時の設定 


两"〇 Reset Configuration Da ねを 「 YesJ に設定ずると、ブートデバイスの情報 
もクリアされまず 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定ずる前に、 
必ず設定されているブートデパイスの順番を記録し 、 Exit Savin 旨 Changes 
で再起動後、曰 IOS セットアップメニューを起動して、プートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
















200 システム团 os ( SETUP ) のセットアップ 


Memory Configuration サブメニユ ー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を逞択ずると、 tJTF の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 601 KB 

Enables DIMM sparing 

Extended Memory: 522752 KB 

feature. 

DIMM Group #1 Status: Normal 


DIMM Group #2 Status: Normal 


DIMM Group #3 Status: Normal 


DIMM Group #4 Status: Normal 


Memory Retest : cPW] 


Extended RAM Step: [Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

バ ラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

化張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1-#4 

Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在のが態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
まず。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
[Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示しまず（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のようじ対応して 
います。 

Group #1 : DIMM #1 

Group #2; DIMM #2 

Group #3; DIMM #3 

Group #4: DIMM 甘 4 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次◎起動 
時じずベての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
じ 「 No 」 じ切り替わりまず。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

riMBJ は 1 M 単位にメモリテストを巧いま 
す。 riK 巨」は 1 K 単位にメモリテストを巧い 
ます 。 [Every Location 」 はすべて(こメモリ 
テストを巧いまず0 メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となり < F 2>、 く F 4>、 

く F 12>、 く Esc > キーは無視されまず。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration ヴブメ ニュー 

Advanced メニューで 「 P 口 Configuration 」 を逞択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、違択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI 

Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard LAN 1 


Additional setup 

► Onboard LAN 2 


menus to configure 

► Onboard Video Controller 

onboard Video 



controller. 

PCI SLot 1Option ROM: 

CEnabLed] 


PCI SLot 2 Option ROM: 

[Enabled] 



FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-2 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□ツトじ接続している PCI ボード上の才 
プシヨン ROM の展晶を有効にずるか無効じず 
るかを設ちします。 


[]： 出荷時の設定 


RAID コント□—ラやし AN ボード(ネットワークプート)、円 bre Channe ロン 
卜□—ラで、 0 S がインス!ルされた八ードディスクドライプを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 


Onboard LAN 1-2 ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1-2 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラ 1-2 の有効 
/お巧を設をします。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□-ラ 1- 之の 
巨 I 0 S の展開の有効/無効を設定します。 


[]: 化荷時の設定 
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Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 


[Enabled] 

お交力を設をします。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にずるか強制的にずるかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Confi 甚 uration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、 J：i 下の画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt: 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB Controller: 

[Enabled] 

User configuration 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 

Serial ATA: 

[Enabled] 


Native Mode Operation: 

[Serial ATA] 


SATA ControLLer Mode Option: 

[CompatibLe] 


SATA AHCI: 

[Enabled] 


SATA RAID: 

[Disabled] 


SATA Transfer Rate: 

[3.0 GB] 



FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


割り込みべース I / O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設定 
した値び他の U ソースで植用されている場合は黄色の「*」ぴ表示されまず。 
黄ちの「*」び表示されている頃目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/お巧を設をしまず。 

Base I/O address 

に F8h] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定しまず。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設をし 
ます。 

Serial Port 巨 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート己の有タカ/無巧を設をします。 

Base I/O address 

3F8 
に F8h] 

3E8 

2E8 

シリアルポート巨のためのベース I/O アドレ 
スを設をしまず。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート巨のための割り込みを設定し 
ます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB コント□-ラの有効/無効を設定しま 
ず。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 己 2.0 の有効/お巧を設をします。 

Serial AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上の SATA コント□ーラの有効 
/おタカを設をします。 

Native Mode Operation 

AUTO 
に erial ATA ] 

— 

SATA Controller Mode 
Option 

[ Compatible ] 

Enhanced 

「Serial ATA 」 の設定を有効じしている場合 
に機能します。 

マザーボード上の SATA コント□ーラの動作 
モードオプションを選択します。 

「 Compatible 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的に核化後、一般 
の八ードディスクドライプとして制御しま 
ず。 

「 Enhanced 」 を選択ずると、 SATA 八ード 
ディスクドライブをき動的に模出後、ネイ 
ティブ IDE モードで八ードディスクドライブ 
を制御します。 

SATA AHCI 

Disabled 

[EnablecO 

SATA のネイティブインタフェース仕様であ 
る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface ) の有効/無効を設をしまず。 

* LinuxOS ( RHEL / ML ) の墻合は [ Disabled ] じ 
設を変更して使用してください。 

エ墙で LinuxOS を BTO 化荷した場含は、 
|； Disabled ] に設定されています。 

[ Enbled ] に変更または Default 設走:に戻した 
場合は、 DUMP が採取できなくなります。 

SATA RAID 

Disabled 

[EnablecO 

RAID ジャンパを 「 RAID 構成有効」じ設走し 
た時じ表示されます。 

RAID ジャンパ(こついては、「内蔵の八ード 
ディスクドライブを RAID システム(こずる±蠢 
台」 （181 ページ）を参照してください。 

SATA Transfer Rate 

1.5 GB 

[3.0 GB ] 

SATA の転送レートを設定しまず。 


[]： 化荷時の設定 


wO EXPRESSSCOPE エンジン2のリモートメディア機能をごが用の場合は 
「USB 2.0 Controller 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 
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Advanced Chipset Control ヴブメ ニユー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を違択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Multimedia Timer: 

InteL(R) VT-d: ： Enabled ： 

Wake On LAN/PME: ： Enabled ： 

Wake On Ring: [Disabled] 

Wake On RTC Alarm: [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer 川 PET). 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

バ ラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアじ対応するためのタイマー 
の有効/無効を設をしまず。 

* LinuxOS ( RHEL / ML ) の場合は Default 設定 
の [ Enabled ] で使用してください。 

[ Disabled ] じ変更ずると、時計が進む場合 
がありまず。 

tntel ( R ) VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提巧ずる rintel ( R ) 
Virtualization Technology for Directed ン〇」 
の有効/お効を設をします。 

この機能に対応しているプ□セ’ソサの場合 
に表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
磯能の有効/無効を設をしまず。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

岡 sabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
巧ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設をします。 


[]： 出荷時の設定 


Wake On 阿 n 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
置3 た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Rin 邑機能を利 
用ずることはできません。 Power スイッチを巧下してシステムを起動してくだ 
さし1。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 径機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置じ移動させると、 Security メニユーが表示されまず。項目の前 
に「►」がついている;<ニューは、選択してく[〇ぉ「>丰一を押すとサブメニューが表示されま 
ず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific He し p 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 


controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Norma し ] 


Disable USB Ports: 

[Disabled ： 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter> キーを押ずと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を巧います。 


• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security ^ニューで設定できる項目とその機能を示します。 fSecurity Chip Configuration」 
は選択後、く Eriter> キーを押してサブメニューを表示させてから設定しまず。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設走:されてい 
るかどうかを示します（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示しまず（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<£が6「>丰一を押ずとユーザーのパスワード 
入力画面じなりまず。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
ず。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できまず。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの巧数字 

< Enter > キーを押すとスーパーパイザのパス 
ワード入力画面になりまず。このパスワー 
ドでずべての SETUP メニューじアクセスで 
きまず。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できまず。 
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項 目 

バ ラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わな 
いの設定をします。先じスーパパイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると半!!断しまず。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDE 八ードディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎまず。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Front + Rear 

本装置か6化ている USB Port の無効じつい 
て設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration サブメニユ ー 

Security メニューで ["Security Chip Configuration」 を選択し、 <Ente「> キーを押すと]; J 下の 
画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Disabled and Deactivated 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[DisablecO 

Enabled 

TPM 機能の有タカ/無効を設定します。 

Current TPM State 

— 

現在の TPM 機能の状態を表示しまず。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Deactivated & Disable 

Clear 

TPM 機能を変更します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO 「Change TPM State ] で [No Chan 巨 e ] iy 外のパラメータを還択し 、 TPM 
Bto S ね te の変更を巧う場合、本装置再起動をの POST の,按わりにパスワードの入 
力画面が表示されまず 。 Supervisor Password を入力ずると、な下のメッ 
セージび表示されまず。 

設定変更を巧うためには Execute を選択してください。 

Enable & Activate が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State ： Enable & Activate 

Note; 

This action will switch on the TPM 

Reject 

Execute 


Deactivate & Disable が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State ： Deactivate & Disable 

Note; 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State ： Deactivate & Disable 

Note; 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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S 白 rv 巨广 


カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブ^ニューが表示されます D 


選択してく Ente 

PhoenixBIOS Si 


Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

> Event Log Configuration 


menus to view server 



management features. 

Assert NMI on SERR: 

[Enab し ed] 


FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

: Disabled ： 


Thermal Sensor: 

じ Enab し ed] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


POST Errors: 

CEnabLed] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

: 20 ： 


Platform Event FiLtering: 

CEnabLed] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select k Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、く Ente 「> キーを押してサブ; < ニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設をします。 

FRB-2 Policy 

Disable FR 己 2 Timer 
[Disable BSP] 

Do Not Disable BSP 
Retry 3 Times 

日 SP で FRB レベル 2 のエラーが発生したとき 
のプ □ セ、ソサの動作を設走しまず。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効と女イムアウトま 
での時間を設定しまず。この磯能を使用ず 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない OS から起動ずる場合には、 
この機能を無効じしてください。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視禮能の有効/無効を設をしま 
ず。有効じすると、温度の異常を検化した 
攝合に POST の終わりでいったん停止しま 
ず。 
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項目 

バラメータ 

説明 

BMC IRQ 

Disabled 

BMC (ベースボードマネージメントコント 


[IRQ 11] 

□ ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを違択します。 

POST Errors 

Disabled 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 


[Enabled] 

POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 

AC リンク機能を設走しまず。 AC 電源が再度 


[Last State] 

供給されたときのシステムの電源の状態を 


Power On 

設ちしまず（下表参照)。 

Power ON Delay Time 

[20] - 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を 20 秒か 
ら 255 秒の間で設ちしまず。 AC-LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 に設定 
している場合に有効となりまず。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

BMC (ベースボードマネージメントコント 


[Enabled] 

□ ーラ）の通報機能の有効/無効を設ちしま 
す。 


〔 ]: 出荷時の設定 


「 AC - UNK 」 の設定と本装置の AC 電源が 0 FR こなってから再度電源がイ共給されたときの動作を 
次の表に示します。 


A 巳 電源 OFF の前の状態 

STb み 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを 4 秒上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF 【こします。 


無 停電電源装置 (UPS) を利用して自動 運 聞を行う場合は FAC-LINKJ の設定 
を [PowerOnJ にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで （"System Management 」 を逞択し、 < Ente 「> キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照して<ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示しまず（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部お番号を表示します 
( 表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の匿体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の置体のシリアル番号を表示します 
( 表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート 1 の MAC アドレスを 
表示しまず（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート 2 の MAC アドレスを 
表示しまず（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
まず（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

巨 MC のデバイス ID を表示しまず（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


巨 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


巨 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
まず（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
しまず（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示しまず（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server ^ ニューで 「Console Redirection 」 を選択し、く Ente にキーを押すと、 W 下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

バ ラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

岡 sabled] 

Serial Port A 

Serial Port 己 

このメニューで設定したシリアルポートか 
ら ESMPRO/ServerManager や八イパー 
ター ミナルを使った管理端未からのダイ レ 
クト接統を有効にするか無効にずるかを設 
定しまず。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

あ続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに巧用するボーレートを設をし 
まず。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制がのち法を設をします。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクションを戶 0ST 終了後 
じ継続して実行ずる機能の有効/無効を設定 
しまず。 

Remote Console Reset 

|；Disabled] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) に 
よるリセットを有効じするかどうかを選択 
しまず。 


[]： 出荷時の設走 
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BMC LAN Configuration ヴブメニユー 

Server メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すと、下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

IP Address 

[ 因 .168.001.001 ： 

Display IP Address. 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 


Default Gateway 

COOO.OOO.OOO.OOO ： 


DHCP: 

[Disabled ： 


Web Interface 



HTTP: 

[Disabled] 


HTTP Port Number: 

: 80 ： 


HTTPS: 

[Disabled ： 


HTTPS Port Number: 

[ 443 ： 


Command Line Interface 



Telnet: 

[Disabled ： 


Telnet Port Number: 

: 23 ： 


SSH: 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001〕 

管理用 LAN の IP アドレスを設ちしまず。 

Subnet Mask 

に55.255.255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設ちしま 
ず。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定しまず。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] [こ設走:ずると、 DHCP サーパか 
ら IP アドレスを自動的に取得しまず。 IP アド 
レスを設をずる場合[こは、に issbied] (こ設 
をします。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

机 eb インターフェースの HTTP による通信を 
使用ずる場含には [Enabled] じ設定してく 
た’さい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP じよる通信の隙に使用ず 
る TCP ポートナンバーを設定しまず。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS じよる通信 
を使用ずる場合には [Enabled] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の隙(こ使用 
する TCP ポートナンバーを設定:します。 

Command Line Interface 

— 

- 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

つマンドラインインクーフェースとして 
Telnet 接続じよる通信を使用ずる場合じは 
[Enabled] に設をしてください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続じよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設をしまず 0 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

つマンドラインインクーフェースとして 

SSH 接続じよる通信を使用する場合には 
[Enabled] に設をしてください。 

SSH Port Number 

に2〕 

SSH 接続じよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定しまず 0 
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項 目 

バ ラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[Enter] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設を 


Event Log Configuration サブメニユー 

Server ^ ニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter > キーを押すと、 W 下の画 
面が表示されます D 項目の前じ「►」がついているメニューは、選択してく Eri 1: e 「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu beLow, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Set 叩 Defaults 

Esc Exit < Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押ずと確認画面が表示され， 
「Yes」 を逞ぶと保をされている エラー □グ 
をネリ期化しまず。 


〔 ]： 出荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニュー 

Server メニューの [Event Log Configuration 」 で 「 Sys 佑 m Event Log 」 を違択すると、 
下の画面が表示されまず。 

じ(下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グは< i >キ ー /< ^ >キー、< + >キ ー/<-> キー、< 
Honne > キー /< End > キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator ID = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


yl ; 登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2み 

[ E 7 F 1 程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 色 uration のま意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については己 IOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻ずには Clear BMC Confi 居 uration を実行し 
てください)。 

• Clear BMC Confi 居 uration 実朽後の初期化が完了ずるまでには数十秒 
程度かかりまず。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 ESMPRO/ServerMana 
gerj をご使用の場合は、 ESMPRO / ServerMana 邑 er で設定された項 
目も Clear BMC Confi 旨 uration の操作にてクリアされまず。 
ESMPRO / ServerMana 径 er をご使用の場台には、本操作を行う前に 
ESMPRO / ServerMana 居 er の設定情報のバックアップを巧ってくださ 
し、。 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設をする Boot メニューが表示されます。 



起動デバイスとして登録されていないデパイス 


起動デバイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライプ（本体標準装備の光ディスクドライプなども含む） 

USB FDC 

US 己フ□ッピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 己フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI 巨 EV 

IBA GE Slot XXXX : 本体標準装備の LAN。「Slot ODOOJ が LAN1 、 Klot 00C8 」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスをお化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスか6起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ'(イスとして登録ずるあ要があります（最大8台まで)。 

2. デパイスを違択後して < X > キーを押すと、違択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができまず。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスか6起動しないものを解除してか6登録して 
ください。 

また違が後に < Shift > キーを押しなが6、< レキーを押すと還択したデバイスを有 
効/無効にすることができまず。 

3. < t >キー/< I >キーと<+>キー/<一>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位か68位）を変更できます。 

をデバイスの位置へ< t >丰—/< i >キーで移動させ、<十>キー/<一>キーで優先 
順位を変更できまず。 
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Exit 

力ーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニユーが表示されます。 


Advanced 


PhoenixBIOS Setup Utility 



Exit 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discarding Changes 


Load Setup Defaults 

Exit System Setup and 

Load Custom Defaults [Enter] 

save your changes to 

Save Custom Defaults [Enter] 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションじついて W 下に説明します。 


Exit Savin 呂 Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択しまず 。 Exit Saving Changes を選択ずると、磕認画面が表示されまず。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保ちし 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保をしないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択しまず。 

次1こ [Save before exiting ?」 の確 f 忍画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ巧に保をしないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 rVesJ を選 
択ずると変更した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Defaults 

SETUP のずベての値をデフォルト値に戻したい時 I こ、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択ずると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のずベての値をデフォルト値 I こ房して Exit 六ニューに 
戻ります。 「 No 」 を選択ずると Exit メニューに戻ります。 


• モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合がありま 
ず。この項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた 
設定に直ず必要がありまず。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> キーを押すと、保をしているカスタムデフォルト値を□ー ド 
しまず。カスタムデフォルト値を保をしていない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存しまず。保をすると 「Load Custom Defaults 」 メニューが表示されまず。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をずる前に今回の変更を W 前の値に房したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択ずると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、前の内容に戻ります。 


Save Chan 良已 S 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保をずる時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択ずると、確認画面が表示されまず。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS ^ モリ（不揮発性^モリ）内に保存し 
ます。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第兰ちか 
ら保畫するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明するちまでパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保をされている内容をクリアずる場合も同様の手順で行いま 
す。 


P -0 CMOS メモ U の内容をク U アずると SETUP の設定巧容びずベてデフオルト 
圍 3 の設定に戻りまず。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーシヨンジヤンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下國の位置にあります。 


wO その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
圍3 因となりまず。 



左か 62 を目の 
ジャンパスイ'ソチ 


左側の 

ジャンパスイ'ソチ 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
プラグを抜かずに取り扱わない 


A ミち意 


AA 

AA 


装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上ばない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 


Q 


指を巧まない 

戸ご曰:ち音 

ラックが不安定なげ態でデバイスをラックか5弓 I を出さない 
複数台のデバイスをラックか6引走出した状態にしない 


• CMOS のクリア 

1. 1巨2ぺージを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか5引き出す （144 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外ず。 （1 已3ページ参照） 

4. CMOS ク U ア用のジャンバピンの位置を確認ずる。 

已.ジャンバスイッチの設定を「保持」か5「クリア」に変更ずる。 

• 本体のジャンバピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないよラま意してください。 

6. 已柳まど待ってジャンバスイッチの設定を元に戻す。 

1 . 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを巧す。 

8. POST 中に < F 2> キーを巧して BIOS セットアップユーティ U ティを起動して設定 
し直す。 
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• パスワードのクリア 


1. 1巨2ぺージを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか6引さ出ず （144 ぺージ参照)。 

3. トップカバーを取り外す。 （1 日3ぺージ参照） 

4. バスワードク1」ア用のジャンバピンの位置を確認する。 

已.ジャンバスイッチの設定を r 保描 から 「クリア」に変更する。 


6. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを巧す。 

7. POST 中に <F2> キーを巧して BIOS セットアップユーテイ U テイを起動してバス 
ワード設定し直ず。 

8. 手順1、手順2を再度行ってレフトサイドカバーを取り外し、ジャンパスイッチ元 
に戻す。 


• 本体のジャン/ V ° ピン 2-3 に付いているクリップを使用してくだをい。 

• クリップをなくさないよラま意してください。 


割り込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当て6れていまず。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□—ラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プ □ セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

LAN1 、 LAN2 

5 

— 

17 

AHC1 

6 

— 

18 

PCI、VGA 

7 

PCI 

19 

— 

8 

リアルクイムク□ック 

20 

US 巨 

9 

ACPI Compliant System 

21 

US 巨 

10 

— 

22 

US 巨 

11 

SMBUS 

— 

— 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) を使用し 
て、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説 S 月しまず。 
オプションの RAID コント日ーラ （ N 8103-109, N 8103 -116 A /117 A /118 A , N 8103 -11 己）に 
よる RAID システムの使用方法じついては、オプションに添付の説明書などを参照してくださ 
い。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格デイスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめてあラ技 
術のことを意巧します。 


つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これ6を巧率よく運用することです。これにより単体の大容量八ードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができまず。 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embededd MegaRAID ™) では、1つのディスクグルー 
プを複数の論理ドライブ(パーチャルディスク)じ分けて設定することができます。これらの論 
理ドライブは、 0 S か6それぞれ1つの八ードディスクドライブとして認識されます。 0 S せら 
のアクセスは、ディスクグループを構成している複数の八ードディスクドライブに対して並巧 
して巧われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブじ障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティか6リビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方まには、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント □- ラ （LSI Embededd MegaRAID ™) がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 
「 RAID 1」です。ディスクグループを作成する上でお要となる八ードディスクドライブの数量 
は RAID レベルごとに異なりまずので、下の表で痛認してください。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

3 

RAID 1 

2 

2 



各 RAID のレベル詳細は、 「RAID レベル」 （225 ぺージ）を参照してくださし、。 


ディスクグループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したものを表しまず。設定巧 
能なディスクグループの数は、八ードディスクドライブの数と同じ数でず。 

次の図はオンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embededd MegaRAID ™) に八ードディスクド 
ライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



J \— ドデイスク 
ドラィブ1 
(36 GB ) 


ハー ドデイスク 八ードデイスク 

ドライブ2 ドライブ3 

(36 GB ) (36 GB ) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを表 
し、 0 S か6は物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になりまず。 

次の図はオンボードの RAID コント □- ラ (LSI Embededd MegaRAID™) に八ードディスクド 
ライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID 5 の 
バーチャルディスク ( VD ) を2つ設定した構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DGO 容量 108 GB 



八ードディスク 八ードディスク 八ードディスク 
ドライブ1 ドライブ2 ドライブ3 

(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータか61セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは，八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホ、ソトスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成ずる八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意されたモ情の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害をお化すると、障害を検化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embededd MegaRAID ™) がサポートしている RAID レ 
ベルについて詳細な説巧をします。 

オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) がサポートする RAID レベル 
は 、 「RAID 0」 「 RAID 1」です。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りでず。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 日 

ストライピング 

なし 

ハー ドディスクドライブ2台 W 上で構成され 
ている場含、デー女の読み書きが最わ高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

ハー ドディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 


「 RAIDO 」 について 


データを各八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方まを「ストライピング」と 
呼びます。 

図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) ■ • •というようにデータが記録されまず。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


两 "'J RAIDO はデータの冗長性ぴありまはん。 A - ドディスクドライブび巧障ずる 
■to とデータの復旧びでさません。 


RAID コント□—ラ 


广 -> 

_ イ 


-- 



八ード 
デイスク 
ドライブ1 

--^ 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 

^-^ 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 
-- ‘ 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ日 


ストライプ目 
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FRAIDIJ について 


1つの八ードディスクドライブじ対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録ずる方まです。このちまを「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブじデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一ちの八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用ずることができるた 
め，システムをダウンすることなく運用できます。 



RAID コント□ーラ 



I 


I 

、 ン 



八ード 
ディスク 
ドライブ1 

八ード 
デイスク 
ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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オンボードの RAID コント□—ラのコンフイグレーシ 


本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embededd MegaRAID"™) を使用して、内蔵 
の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用ずる方法について説おしまず。 


J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最ルあ、要台数じ(上の八ードディスクドライプを取り付けて< 
ださい。取り付け手順については、「八ードディスクドライブ」 （164 ページ）を参照してくだ 
さい。 


"~〇 取り付ける A- ドディスクドライブは同じ回転速度のものを植巧してくださ 
圍3 し、。また、 RAID! を構築ずる場合は、同じ容量の A- ドディスクドライブを 
使巧ずることをお勧めしまず。 


RAID システムの有効化 

取り付けた八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID システムの 
八ードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、マザーボードの設定を変更してください。 



BTO で RAID 構成で出荷される場合は、 RAID システムがを効に設をされていま 
す。 


警告 



装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理*改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
プラグを巧かずに取り扱わない 
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A 注意 


AA 


装置をまをにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ぺージむ降の説 
巧をご覧 < ださい。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 


Q 


指を巧まない 

戸ご曰う号 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックか5弓 I き出さない 
複数台のデバイスをラックか6引走出した状態にしない 


1. 162ぺージを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか5引き出す （1 日2ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外ず （163 ぺージ参照)。 

4. ライヴーカードを取り外す （178 ぺージ参照)。 
已.ジャンバスイッチの位置を確認ずる。 

6. ジャンバスイッチの設定を変更ずる。 


前面側 



バックプレーンボード 


ス取り外した部品を元に組み立てる。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced」—「Peripheral Confi 巨 uration」—「SATA 
Controller Mode OptionJ をに nhanced 」 に設定し 、 fAdvancedJ — 
("Peripheral Confi 巨 uration」—「SATA RAID 」 を 「 Enabled 」 に設定ずる 
(202 ページ参照)。 

化荷時の設定では |"SATA Controller Mode Option 」 は 「 Enhanced 」 に 、 「SATA 
RAID 」 は 「 Enabled 」 じ設定されていますので、正しく設走されていることをお認 
してください。 
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RAID システム管理ユーテイリテイの起動と終了 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embededd MegaRAID ™) の管理ユーテイリテイは丄 SI 
Software RAID Configuration Utility でず。 



CE 37 n 


この コンフィグレーシヨンユーティリティ は本装置で サポート している 
ESMPRO/ServerManager の リモートコンソール 磯能では動作しません。 


ユーテイリテイの起動 


1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 < Esc > キーを巧す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 


Press <ESC> to view diagnostic message 
Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 


2. P 日 ST 画面で、し U 下の表示を確認した S 、 く Ct 「 l >+ く M > キーを巧す。 

LSI MegaRAID SoftwareRAID BIOS Version A.O 6.1220144 OR 
LSI SATA RAID Found at PCI Bus No:xx Dev No:xx 
Device present at port x xxxxxxxx xxxM 巨 
XX Virtual drive(s) Configured. 

Array# Mode Stripe Size No of Stripe Drive Size Status 
XX RAIDx xxKB xx xxxxxMB Online 
Press Ctrl-M or Enter to run LSI Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、 W 下に示す TOP メニューを表示します。 


w ~0 <ひか +< M > キーを巧し忘れてしまったり、 ly 下の画面が表示されずに進んで 
置3 しまった場合は、再起動して < Ctrl >+< M > キーを巧してください。 


MegaRAID Configuration Utility TOP メニユ ー (Managem 飢 t Menu ) 画面 

LSI Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


_ Management Menu — 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive 向 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


t (降の操作については、「メニューツリー」 （230 ページ）と「操作手順」 （232 ペー 
シ‘） を参考に操作およびを種設定をしてください。 
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ユーテ イリテイの終了 

ユーテイリテイの TOP メニユーで < Esc > キーを押します。 
痛認のメッセージが表示された6 「 Yes 」 を違択してください。 


円 ease Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、 < Ct 「 l >+< Alt >+< Del > キーを押します。再起動します。 


メニユーツリー 

◊:違択.実行パラメータ•：設定パラメータ . ：情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設定（変更）巧能 


メ ニユー 

説明 

ク Configure 

Configuration 設定を巧う 

冷 Easy Configuration 

Configuration の設定個を値使用） 

ク New Configuration 

Configuration の新規設定： 

冷 View/Add Configuration 

Configuration の追 化 設を、表示 

クロ ear Configuration 

Configuration のクリア 

^Select Boot Drive 

起動するパーチャルドライブを選択ずる 

ク Initialize 

バーチャルドライブ初期化 

ク Objects 

各種設定 

冷 Adapter 

RAID コント□-ラ設を 

OSel. Adapter 

アダプタの選択 

♦Rebuild Rate 

30 

♦Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

参 BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

参 Read Ahead 

加 

参聞 os State 

Enable 

参 Cont on Error 

Yes 

参 Fast Init 

Enable 

参 Auto Rebuild 

On 

参 Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

参 Factory Default 

デフォルト値じ設を 

OVirtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

OV れ ual Drives 

バーチャルライプの選択(複数バーチャルドライブがを巧） 

ク Initialize 

バーチャルドライブの初期化 

ク Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チェック 

冷 View/Update Parameters 

バーチャルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SEE 

バーチャルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイブの表示 
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メ ニユー 

説明 

- 甘 Stripes 

バーチャルドライプを構成している八ードディスクドライプ 
数を表示 

- State 

バーチャルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへッドの設定:表示 

ク Physical Drive 

物理ドライブの操作 

OPhysical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

OMake HotSpare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスクじ設定 

冷 Force Online 

ディスクを強制的にオンラインじする 

冷 Force Offline 

ディスクを強制的にオフラインじする 

分 Drive Properties 

八ードディスクドライプ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No. 

レビジョン 

ORebuild 

リビルド実行 

OCheck Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チェック 
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操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



1 . ユー ティリティを起動ずる。 

2. T 日 P メニユ ー（Mana 呂 ement Menu) より、 「Confi 邑 ure」 一 「New 

Confi 吕 uration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択ずる。 

wO 参 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
toJ フィ グレーシヨ ン情報がクリアされまず。既存のコンフィ グレーシヨ ン 

情報に追加作成の場合は、 rview/add ConfigurationJ を選択してく 
ださい。 

参 「Easy ConfigurationJ ではパーチャルドライブ客量の設定ができませ 
ん 。 「New ConfigurationJ /)'「 View/Add ConfigurationJ で作成 
して < ださい。 
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3. 確認のメッセージ （ Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

SCAN DEV に E が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


PORT# 



4. カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブに力ーソルを含わせ、スぺ一 
スキーを押ず。 


八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から rONLIN 」 になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



已.く FI 日 > キーを巧して 、 Select Configurable Array ( s ) を設定する。 
6. スペースキーを巧す。 

SPAN -1 が設定されます。 


Select ConTigurable Array(s) 



— A-0 — 

SPAN-1 
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7. く F 1 日>キーを巧してバーチャルドライブの作成を行ラ。 

[Virtual Drives Configure J 画面が表示されます。（下國は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 

- Virtual Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual DriveO 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWG = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 


8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWG 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定ずる。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定を巧いまず。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 


パックを絹んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わりまず。 

に） 「 Size 」 ：バーチャルドライブのサイズを指定しまず。オンボードの RAID コント 
□ーラは最大8個のバーチャルドライブが作成できまず。 

(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を巧います。 


パラメータ 

偏考 

Off 

ライトス ルー 

On*i 

ライトノ\ック 


* 1 推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を 「 On 」 としており 
ます。突然の電源断でキャッシュデータを消失する場合 
がありますのでごミ主意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ 5096 U 下にほ下します。 

(4)「 RAJ : Read Ahead の設定を巧いまず。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On 

先読みを巧う 
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(5) rSpanJ : Span 設定を行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN 二 N 0 

Span 設定:を行わない 

SPAN 二 YES 

Span 設定を斤う 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組 W 上の同ーパックを作成しま 
ず。 


RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了した S 、「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを巧す。 

バーチャルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にパーチャルド 
ライブが表示されまず。 

1日.パーチャルドライブを生成した！5、く Esc > キーを巧して画面を抜け、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択ずる。 

Configuration がセーブされまず。 

11. Confi 呂 uration のセープ完了メッセージが表示された S 、 く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで房る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects 」 一 「Virtual Drive 」 一 [ View/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライプの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択ずる。 

14. [Virtual DrivesJ の画面が表おされた6、イニシャライズを巧うバーチャルドラ 
イブに力ーソルをちわせ、スぺースキーを巧す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

1己.パーチャルドライプを選択した5、く F 1 日>キーを巧し口 nitialize を巧う。 

実行磕認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずると Initialize が実行されまず。 

[Initialize Virtual Drive ProgressJ 画面のメータ表示が10096になったら 、 Initialize 
は完了でず。 

16. Initialize を実施済みのパ'—チャルドライブに巧して、整を性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」に38ページ）を参照して<ださい。 

17. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 





コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整含性チェックを実行して 
ぐださい。 
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マニュアルリビルド 



1. 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動ずる。 

3. T 日 P メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

rRebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

I - Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スぺースキーで選択する。（複数 
の八ードディスクドライプを選択可能(同時リビルド)） 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅しまず。 

日.八ードディスクドライブの選択が完了した S 、 く F 1 日>キーを押してリビルドを実 
巧ずる。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

リビルドがスタートします。 

[Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了でず。 

7. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


PORT# 
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ホットスペアの設定 



1. ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動ずる。 

2. ユーティ U ティを起動する。 

3. TOP メニューより、「日 bjects 」 一 「Physical Drive 」 を選択ずる。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

I- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定ずる八ードディスクドライプに力ーソルを含わせて、く Ente 「> 
キーを巧す。 

已 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpareJ を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

八ードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーテイ U テイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



^ • ホットスペアの設定を取り消ずロホ， rObiec ね」一 「 PhysicalDrive 」 

I チェック I 一 rPo け #X 」一 「Force Offline 」 を選択します。 

• ホ、ソトスペア用八ードディスクドライブが複数 ( 同一容量 ) ある場合は、 

CH 番号 / ID 番号がルさい八ードディスクドライプから順にリビルドが実 
施されまず。 


整台性チてック 



1 . ユーティリティを起動ずる。 

2. T 日 P メニューより、に heck Consistency 」 を選択ずる。 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整含性チェックを巧うバーチャルドライブに力ーソルを合わせ、スぺースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. パ'—チャルドライブを選択した S 、 く F 1 日>キーを巧して、整を性チェックを行う。 
日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整含性チ i 、ソクが実行されます。 

[Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10日％ I こなったら、整含性 
チェックは完了です。 
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6. < Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


コンフイグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行いまず。 TOP メニューより、 「 Configure 」 一 
[Clear ConfigurationJ を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID 〕 ン 
卜□ー ラ、 J \- ドディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行ずると、 RAID コント□—ラのずべてのチヤネルの〕ンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 


I チェッ^ 


• RAID コント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグレーション 
情報が異なる攝含、 （ RAID コント □ ーラ不具合 ( こよる交換時以外 ) RAID 
コント □ ーラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常じ巧えません。争の場合じは 、 「Clear Configuration 」 
を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

• バーチャルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできませ 
ん 。 Universal RAID Utility を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 rObje な S 」 一 [Physical Drive ] ^八ードディスクドライブ選択^ 「 ForceOnline 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」^「 Adapter 」 一 rsel . Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 
096 〜100%の範囲で設定巧能。デフオルト值(設定推奨値)30%。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

A - ドディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 
[Drive Properties 」 を選択。 


>八ードディスクドライブ選択- 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 LSI Embedded MegaRAID の〕ンフィグレーシヨン、 
および、管理、監視を巧うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用ずる上で留意ずべき 
点について説明します。 


用語の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用ずる用語が異なり 
ます。 

以下の表を元に用語を読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の巧語 

Universal RAID Utility の用語 

RAID ビューァ 

raidcmd 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライプ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物巧デバイス 

Physical Device 



raidcmd は Universal RAID U 川 ity が提供するコマンドです。詳細については 
Universal RAID U 川 ity ユーザーズボイドを参照してください。 


管理番号の差分について 

RAID コント □— ラの各情報の番号は、 LSI Software RAID Configuration Utility Universal 
RAID Utility では表示が異なります。以下の表を参照してください。詳細については Universal 
RAID Utility ユーザーズガイドを参照してください。 


項目 

管理番号 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 

Universal RAID Utility 

Adapter (RAID コント □— ラ） 

日から始まる数字 

1 から始まる数字 

Virtual Disk ( 論理ドライブ） 

日から始まる数字 

1 から始まる数字 

Array ( ディスクアレイ） 

0 から始まる数字 

1 から始まる数字 

Physical Drive ( 物理デバイス） 

0 から始まる数字 

1 から始まる数字 
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バックグランドタスクの優先度 ( Rate ) の設定値の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグランドタスク（リビルド、パト □— 
ルリード、整合性チェック）の優先度を数値で設定、表示しますが 、 Universal RAID Utility 
は、高、中、ほの3つのレベルで設を、表示します。と rF の対応表を参照してください。 

優先度とは RAID コント□ー ラが処理中のプ□セスに対してバックグランドタスクの処理が占 
める割合を示したものです。 


LSI Software RAID Configuration Utility の設定値と Universal RAID Utility で表示される値の対応表 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 （％) 

Universal RAID Utility 
で表示される値 


15〜100 

高 (High) 

リビルド優先度 

8〜14 

中 (Middle) 


日〜7 

低 (Low) 


15〜10日 

高 (High) 

パト□ールリード優先度 

8〜14 

中 (Middle) 


日〜7 

做 Low) 


15〜100 

高 (High) 

整含性チェック優先度 

8〜14 

中 (Middle) 


日〜7 

低 (Low) 


Universal RAID Utility の設定値と LSI Software RAID Configuration Utility で表示される値の対応表 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定帽 （％) 

リビルド優先度 

高 (High) 

20 

中 (Middle) 

10 

做 Low) 

己 

パト □ ールリード優先度 

高 (High) 

20 

中 (Middle) 

10 

低 (Low) 

己 

整合性チ: L、 ソク優先度 

高 (High) 

20 

中 (Middle) 

10 

做 Low) 

己 




• LSI Software RAID Configuration U 川 ity では、バックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度が設をできますが 、 Universal RAID U 川 ity では設走:でき 
ません。 

• Universal RAID U 川 ity は、初期化処理 ( フルイニシャライズ)の優先度が 
設をできますが、本製品では未サポートのため設をできません。 
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リセット 


本装置が動作しなくなったときに参照してください。 



0 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ctrl > キーと < AI わキーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行しまず。 


"~〇 U セットは、本体の DIMM 巧のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
邑3 まいまず。パングアップしたときに I 列でリセットを行うときは、本装置びなに 
ち処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


os からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFR こなります。履 
源を再び ON にずるときは、電源 OFF か6約30秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


U モートバワーオン機能を使巧している場 S ホ、一度、電源を ON にし直して、 
os を起動さは、正甫なち法で電源を OFF にしてください。 








